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「TKCモニタリング情報サービス」決算書等提供サービス利用状況（個人事業者を含む）

利用申込件数

379,374件
（2026年6月30日時点）
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金融機関の皆さまへ

TKCモニタリング情報サービス通信
TKCモニタリング情報サービスは中小企業を支援する金融機関と
TKC会員（税理士・公認会計士）の連携を支えます
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■中小企業は「中小会計要領」を活かして日本経済成長の主役として活躍してほしい
元中小企業庁長官・神戸製鋼所取締役　北川慎介

■筑波銀行とのトップ対談　生田雅彦頭取／TKC関東信越会茨城支部

■効率的かつ合理的な経理業務が経営意思決定の迅速化を後押し
株式会社水野商店／あさひ税理士法人

■事業者のDXが業務効率と申告の正確性を高める　国税庁長官官房参事官　菅沼哲矢

■令和8年版「TKC経営指標(BAST)」推薦のことば　神戸大学経済経営研究所教授 家森信善
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も
お
願
い
し
、
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
研

究
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
確
定

決
算
主
義
を
堅
持
す

る
観
点
か
ら
理
解
が

示
さ
れ
、
中
小
企
業

に
は
中
小
企
業
の
会

計
が
必
要
と
の
方
向

に
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に

な
り
ま
し
た
。
後
に
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の

東
電
原
発
事
故
の
賠
償
制
度
作
り
を
担
当
し
た

際
、
こ
の
時
に
培
っ
た
会
計
知
識
が
非
常
に
役

に
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
後
、
坂
本
会
長
か
ら
加
藤
理
事
、
河
﨑

名
誉
教
授
、
飯
塚
名
誉
会
長
、
北
川
氏
に
対
し

て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
、
粟
飯
原
一
雄
全
国
会
最
高
顧
問
が

「
急
速
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
む
現
代
に
お

い
て
、
こ
の
中
小
会

計
要
領
を
武
器
に
中

小
企
業
の
発
展
に
寄

与
し
続
け
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
三
本
締
め
で
締
め
く

く
り
、
懇
談
会
は
終
了
し
た
。

（
T
K
C
出
版

古
市

学
）

粟飯原最高顧問

『「中小会計要領」誕生の経緯と意義』一般書店販売のご案内

北川氏

本書は今年の4月にTKC会報配布先に1冊
贈呈されました。この度は本書の内容をよ
り広く周知するため、TKC会員事務所の追
加購入用及び一般の実務家・研究者向けに
販売を開始します。
わが国の中小企業会計の根幹を支える「中

小会計要領」。その策定にあたっては、国際
会計基準（IFRS）をめぐる潮流の中にあっ
ても、「中小企業の実態に即した会計ルール
を整備する」という揺るぎない信念が貫か

れました。本
書は「中小会
計要領」の策
定経緯（実体
験）を丹念に
記録した論攷

こう

を収録。制度
確立の背後に
あった多様な
課題、困難な
調整、そして

歴史的決断の軌跡を克明に描き出します。
中小企業会計の発展に携わる実務家・研究
者にとって、制度の本質を理解するうえで
大きな示唆を与える1冊です。 

【構成】
序 論：中小企業会計の制度化と加藤・飯塚論文の

学術的意義
甲南大学名誉教授　河﨑照行

第１章： 「中小会計要領」の誕生秘話
日本商工会議所理事・事務局長 加藤正敏

第２章： かくして「中小会計要領」は誕生した
──日本商工会議所の決断により、確定
決算主義は堅持された
株式会社TKC名誉会長　飯塚真玄

【規格等】
・規格：四六判201頁 
・発行日：2026年4月1日（第1版）、2026年7月1日
（第1版第2刷）
・著者：河﨑照行、加藤正敏、飯塚真玄
・発行：TKC出版
・外販対応：Amazon等ネット書店及び一般書店
　定価1,980円（税込）※会員価格1,782円（税込）
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特別寄稿

何
故
、
中
小
企
業
庁
が
会
計
の
検
討
を
始
め
た
の
か

今
般
、「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」（
中
小
会
計
要
領
）

が
今
日
に
至
る
経
緯
を
詳
ら
か
に
さ
れ
た
『「
中
小
会
計
要
領
」
誕
生
の

経
緯
と
意
義
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
中
小
会
計
要
領
の
成
立
に
は
、

T
K
C
の
関
係
各
位
の
大
変
な
ご
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
中
小
会
計
要
領
の
源
流
と
も
言
え
る
「
中
小
企
業
の
会
計
に
関

す
る
研
究
会
報
告
」
を
中
小
企
業
庁
で
2
0
0
2
年
6
月
に
ま
と
め
た
際

の
担
当
課
長
（
財
務
課
長
）
で
し
た
。
そ
の
際
の
運
営
状
況
は
、
本
書
第

2
章
の
飯
塚
真
玄
先
生
の
著
述
に
あ
る
と
お
り
で
す
。

何
故
、
経
済
産
業
省
の
中
小
企
業
庁
が
会
計
の
検
討
を
始
め
た
の
で
し

ょ
う
か
。

私
が
3
年
間
財
務
課
長
を
務
め
ま
し
た
2
0
0
0
年
前
後
の
時
期
は
、

中
小
企
業
経
営
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
金
融
情
勢
下
に
あ
り
ま
し
た
。
当

局
と
し
て
の
課
題
は
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
確
保
と
、
適
正
な
税
負

担
の
実
現
で
し
た
。

金
融
機
関
の
経
営
環
境
が
自
己
資
本
比
率
問
題
で
大
変
厳
し
く
、
世
間

で
は
貸
し
渋
り
、
貸
し
剥
が
し
と
ま
で
言
わ
れ
る
状
況
で
し
た
。
我
々
と

し
て
は
、
資
金
繰
り
対
策
と
し
て
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
特
別
保
証
30

兆
円
や
、
政
府
系
金
融
機
関
の
融
資
と
い
っ
た
金
融
支
援
の
み
な
ら
ず
、

売
掛
債
権
の
流
動
化
の
推
進
や
、
新
た
な
フ
ァ
ン
ド
法
制
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

リ
ス
ク
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
C
R
D
）
構
築
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
債
権
流

動
化
は
、
今
日
で
は
電
子
記
録
債
権
と
い
う
形
で
、
手
形
に
代
わ
る
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
税
制
面
で
は
、
法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
化
構
想
に
対
し
て
中

小
企
業
へ
の
適
用
除
外
を
求
め
、
ま
た
、
事
業
に
関
わ
る
相
続
税
負
担
の

適
正
化
（
事
業
承
継
税
制
の
端
緒
）
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
。

全
く
の
余
談
で
す
が
、
外
形
標
準
化
構
想
へ
の
反
対
に
当
た
り
、

T
K
C
経
営
指
標
（
B
A
S
T
）
を
大
い
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
形
標
準
課
税
の
自
治
省
案
が
中
小
企
業
に
ど
う
負
担
に
な
る
か
を
、

B
A
S
T
デ
ー
タ
に
基
づ
き
業
種
別
に
細
か
く
試
算
・
提
示
し
て
反
論
し

て
い
き
ま
し
た
。

元
中
小
企
業
庁
長
官
・
神
戸
製
鋼
所
取
締
役

北
川
慎
介

中
小
企
業
は「
中
小
会
計
要
領
」を
活
か
し
て

日
本
経
済
成
長
の
主
役
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い

特
別
寄
稿

2

TKCモニタリング情報サービスを利用いただくことにより、
金融機関は税務署に提出された融資先の決算書・申告書を
最も速く収集できます。

◉決算書等提供サービス

◉【特許第6419378号】取得日：平成30年10月19日

TKCモニタリング情報サービスの内容

TKCモニタリング情報サービス クラウドサービスです

このサービスは
TKCが提供する

無償の

TKCモニタリング情報サービスは特許を取得しています

◉月次試算表提供サービス

◉【特許第6375425号】取得日：平成30年7月27日

関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、
融資審査・格付けのために金融機関へ決算書や申告書等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された会計情報モニタリングシステム

関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による月次巡回監査の終了後に、
金融機関へモニタリング用の月次試算表等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された
会計情報モニタリングシステムの認証方法
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制
面
で
は
、
法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
化
構
想
に
対
し
て
中

小
企
業
へ
の
適
用
除
外
を
求
め
、
ま
た
、
事
業
に
関
わ
る
相
続
税
負
担
の

適
正
化
（
事
業
承
継
税
制
の
端
緒
）
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
。

全
く
の
余
談
で
す
が
、
外
形
標
準
化
構
想
へ
の
反
対
に
当
た
り
、

T
K
C
経
営
指
標
（
B
A
S
T
）
を
大
い
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
形
標
準
課
税
の
自
治
省
案
が
中
小
企
業
に
ど
う
負
担
に
な
る
か
を
、

B
A
S
T
デ
ー
タ
に
基
づ
き
業
種
別
に
細
か
く
試
算
・
提
示
し
て
反
論
し

て
い
き
ま
し
た
。

元
中
小
企
業
庁
長
官
・
神
戸
製
鋼
所
取
締
役

北
川
慎
介

中
小
企
業
は「
中
小
会
計
要
領
」を
活
か
し
て

日
本
経
済
成
長
の
主
役
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
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実
際
の
と
こ
ろ
、
我
々
と
し
て
は
、
金
融
機
関
の
融
資
判
断
に
当
た
っ

て
、
土
地
担
保
や
経
営
者
個
人
保
証
だ
け
で
は
な
い
、
個
々
の
中
小
企
業

の
事
業
性
を
評
価
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
事

業
性
評
価
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
事
業
性
融
資
推
進
法
で

企
業
価
値
担
保
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
金
融
関
係
の
方
や
税
務
当
局
と
様
々

な
議
論
を
交
わ
す
う
ち
に
、
事
業
性
の
評
価
の
重
要
性
を
訴
え
る
に
は
、

中
小
企
業
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
信
頼
性
の
あ
る
会
計
が
必
須
だ
と
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
頼
性
の
あ
る
中
小
企
業
の
会
計
と
は
何
か
、
全
国
の
学
者
先
生
や
税

務
・
会
計
の
専
門
家
と
話
を
し
ま
し
た
が
、
百
家
争
鳴
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
明
解
な
統
一
見
解
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
幾
つ
か
の
税
理
士
事
務

所
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
場
の
実
務
は
様
々
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
庁
で
、
新
た
に
研
究
会
を
設
置
し
て
中
小
企
業
の

会
計
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

研
究
会
設
置
の
構
想
段
階
で
は
T
K
C
全
国
会
の
坂
本
孝
司
先
生
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
経
産
省
の
故
小
野
浩
孝
氏（
当
時
企
業
行
動
課
長
）

が
坂
本
先
生
と
浜
松
の
高
校
同
窓
で
、
尊
敬
す
る
小
野
さ
ん
ル
ー
ト
で
話

が
進
ん
だ
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
会
に
は
、
全
国
の
名
だ
た
る
関
係
者
に
お
声
が
け
し
、
多
方
面
の

学
者
・
専
門
家
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
T
K
C
に
ご
縁
の
深
い
方

と
し
て
は
故
武
田
隆
二
先
生
、
河
﨑
照
行
先
生
、
坂
本
孝
司
先
生
に
参
加

い
た
だ
き
、
ま
た
、
江
頭
憲
治
郎
先
生
、
弥
永
真
生
先
生
、
品
川
芳
宣
先
生

と
い
っ
た
日
本
の
商
法
・
税
法
を
代
表
す
る
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
座
長
に
は
、
中
京
大
学
学
長
・
名
大
名
誉
教
授
で
中
小
企
業
政
策

審
議
会
・
企
業
制
度
部
会
長
の
故
小
川
英
次
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
お
話
し
し
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
声
が
け
し

た
中
で
は
、
自
分
は
会
計
の
原
理
論
の
研
究
者
で
現
実
世
界
の
話
に
は
興

味
が
な
い
と
固
辞
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
証
取
法
会
計
以
外
は
会
計
と
し
て

議
論
す
る
気
は
な
い
と
一
蹴
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

記
帳
に
基
づ
く
確
定
決
算
主
義
を
前
提
と
し
た
会
計
を
目
指
す

さ
て
、
研
究
会
で
の
最
大
の
論
点
は
、
証
取
法
会
計
の
上
場
大
企
業
と

は
別
の
中
小
企
業
の
会
計
が
独
自
に
あ
り
得
る
か
で
し
た
。
会
計
は
一
つ

で
証
取
法
会
計
の
み
で
あ
る
と
の
強
い
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

武
田
先
生
を
中
心
に
、
中
小
企
業
に
は
中
小
企
業
に
適
し
た
会
計
が
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
専
門
家
か
ら
は
、
神
戸
学
派

と
東
京
連
合
の
論
戦
だ
と
い
う
声
も
聴
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
ご
自
身
の
研
究
に
基
づ
い
て
真
剣
に
立
論
さ
れ
、
な
る
ほ
ど

学
者
と
は
大
し
た
も
の
だ
と
思
わ
せ
る
状
況
で
し
た
。
今
で
も
記
憶
し
て

い
る
の
は
、
早
大
の
加
古
宜
士
先
生
と
武
田
先
生
が
、
中
小
企
業
は
大
人

（
大
企
業
）
と
同
じ
ス
ー
ツ
を
背
伸
び
し
て
で
も
着
る
べ
き
な
の
か
、
身

の
丈
に
合
っ
た
子
供
服
を
着
る
べ
き
な
の
か
と
、
比
喩
を
交
え
て
熱
心
に

議
論
さ
れ
た
お
姿
で
す
。

関
係
省
庁
で
は
、
財
務
省
主
税
局
は
、
確
定
決
算
主
義
が
重
要
で
あ
っ

て
中
小
企
業
庁
の
言
い
分
も
理
解
す
る
と
の
立
場
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
法

務
省
は
商
法
の
大
原
則
に
し
た
が
っ
て
考
え
て
く
れ
れ
ば
よ
い
、
非
上
場

の
中
小
企
業
に
は
証
券
取
引
法
は
法
と
し
て
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

我
々
と
し
て
は
、
非
上
場
の
中
小
企
業
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
商
法
と

税
法
に
立
脚
し
、
記
帳
を
基
礎
と
し
て
、
確
定
決
算
主
義
を
大
前
提
と
し
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た
、
中
小
企
業
経
営
者
が
実
際
に
使
え
て
、
金
融
機
関
や
税
当
局
に
も
信

頼
さ
れ
る
会
計
を
目
指
し
ま
し
た
。

私
と
と
も
に
研
究
会
を
進
め
た
財
務
課
の
佐
藤
孝
弘
係
長
は
、
現
在
は

山
形
市
長
で
す
。
当
時
20
代
で
と
て
も
若
か
っ
た
の
に
非
常
に
大
き
な
仕

事
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
の
研
究
会
報
告
書
と
同
趣
旨
の
も
の
が
実
現

そ
の
後
、
諸
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
へ
の
I
F
R
S
の
遮

断
、
確
定
決
算
主
義
の
堅
持
と
い
っ
た
方
向
性
も
踏
ま
え
て
で
し
ょ
う
か
、

2
0
1
2
年
に
中
小
会
計
要
領
が
策
定
さ
れ
た
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

2
0
1
0
年
前
後
に
、
I
F
R
S
を
国
内
企
業
に
強
制
適
用
す
べ
き
と

い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
経
産
省
で
企
業
制
度
担
当
の
審

議
官
で
し
た
。
経
産
省
と
し
て
は
、
例
え
ば
原
価
計
算
か
ら
話
が
始
ま
る

日
本
産
業
の
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
何
で
も
時
価
主
義
の
I
F
R
S
を
全
て

強
制
適
用
す
る
の
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
も
、
2
0
0
2
年
の
研
究
会
と
同
じ
く
、
何
で
経
産
省
が
会
計

に
口
を
出
す
の
か
と
い
う
会
計
専
門
家
筋
か
ら
の
冷
や
や
か
な
眼
が
あ
っ

た
の
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
時
価
主
義
の
潮
流
に
乗
る
べ
き
で
、

日
本
の
産
業
実
態
に
拘
る
の
は
時
代
遅
れ
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

公
認
会
計
士
の
方
々
は
、
新
し
い
仕
事
が
や
っ
て
来
る
と
意
気
込
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
し
、
金
融
庁
は
国
内
企
業
へ
の
全
面
的
な
早
期
強
制
適
用

を
実
現
し
た
い
と
い
う
様
子
で
し
た
が
、
議
論
の
末
、
結
果
的
に
任
意
適

用
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
論
陣
を
張
っ
て
い
る
中
、
税
制
改
正
に
お
け
る
同
志
の
日
商

の
加
藤
正
敏
さ
ん
と
相
談
し
、
中
小
企
業
の
会
計
に
つ
い
て
の
方
向
付
け

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
中
小
会
計
要
領
の
策
定
と
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
な
り
に
見
る
と
、
2
0
0
2
年
の
研
究
会
報
告
書
と

同
趣
旨
の
も
の
が
実
現
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
10
年
間
は
熟
成
の
時
期

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
り
は
、
本
書
第
1
章
の
加
藤
さ
ん

の
論
述
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
研
究
会
で
の
経
験
が
、
私
自
身
、
大
変
貴
重
と
な
っ
た

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
東
日
本
大
震
災
と
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
私
は
、
原
発
事
故
被
災
者
へ
の
賠
償
実
現
の
た
め
の
原

賠
機
構
法
策
定
を
、
内
閣
官
房
の
担
当
責
任
者
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

賠
償
や
廃
炉
と
い
う
莫
大
な
将
来
債
務
が
あ
る
東
電
を
、
債
務
超
過
に
陥

ら
せ
ず
事
業
体
と
し
て
継
続
さ
せ
て
賠
償
を
続
け
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
。

会
計
の
知
識
が
、
迅
速
な
制
度
設
計
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
既
に
約
10
兆

円
の
賠
償
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
某
超
大
企
業
の
巨
額
の
粉
飾
決
算
の
事
案
を
担
当
し
た
際
に
も
、

会
計
の
知
識
が
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
井
物
産
、
神
戸
製
鋼
所
で
職
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
社
の
み
な
ら
ず
子
会
社
・
関
係
会
社
の
運
営
管
理
に
会
計
の
知

識
が
不
可
欠
で
あ
る
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
関
係
の
中
小
規
模
の
事
業

体
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
税
理
士
先
生
に
日
々
感
謝
し
て
い
る
次
第

で
す
。

全
国
の
中
小
企
業
が
、
T
K
C
の
ご
尽
力
の
一
大
成
果
で
も
あ
る
中
小

会
計
要
領
を
活
か
し
て
、
頼
れ
る
税
理
士
先
生
と
と
も
に
、
金
融
機
関
の

ご
理
解
・
ご
支
援
も
得
て
、
日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
の
主
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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実
際
の
と
こ
ろ
、
我
々
と
し
て
は
、
金
融
機
関
の
融
資
判
断
に
当
た
っ

て
、
土
地
担
保
や
経
営
者
個
人
保
証
だ
け
で
は
な
い
、
個
々
の
中
小
企
業

の
事
業
性
を
評
価
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
事

業
性
評
価
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
事
業
性
融
資
推
進
法
で

企
業
価
値
担
保
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
金
融
関
係
の
方
や
税
務
当
局
と
様
々

な
議
論
を
交
わ
す
う
ち
に
、
事
業
性
の
評
価
の
重
要
性
を
訴
え
る
に
は
、

中
小
企
業
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
信
頼
性
の
あ
る
会
計
が
必
須
だ
と
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
頼
性
の
あ
る
中
小
企
業
の
会
計
と
は
何
か
、
全
国
の
学
者
先
生
や
税

務
・
会
計
の
専
門
家
と
話
を
し
ま
し
た
が
、
百
家
争
鳴
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
明
解
な
統
一
見
解
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
幾
つ
か
の
税
理
士
事
務

所
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
場
の
実
務
は
様
々
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
庁
で
、
新
た
に
研
究
会
を
設
置
し
て
中
小
企
業
の

会
計
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

研
究
会
設
置
の
構
想
段
階
で
は
T
K
C
全
国
会
の
坂
本
孝
司
先
生
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
経
産
省
の
故
小
野
浩
孝
氏（
当
時
企
業
行
動
課
長
）

が
坂
本
先
生
と
浜
松
の
高
校
同
窓
で
、
尊
敬
す
る
小
野
さ
ん
ル
ー
ト
で
話

が
進
ん
だ
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
会
に
は
、
全
国
の
名
だ
た
る
関
係
者
に
お
声
が
け
し
、
多
方
面
の

学
者
・
専
門
家
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
T
K
C
に
ご
縁
の
深
い
方

と
し
て
は
故
武
田
隆
二
先
生
、
河
﨑
照
行
先
生
、
坂
本
孝
司
先
生
に
参
加

い
た
だ
き
、
ま
た
、
江
頭
憲
治
郎
先
生
、
弥
永
真
生
先
生
、
品
川
芳
宣
先
生

と
い
っ
た
日
本
の
商
法
・
税
法
を
代
表
す
る
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
座
長
に
は
、
中
京
大
学
学
長
・
名
大
名
誉
教
授
で
中
小
企
業
政
策

審
議
会
・
企
業
制
度
部
会
長
の
故
小
川
英
次
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
お
話
し
し
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
声
が
け
し

た
中
で
は
、
自
分
は
会
計
の
原
理
論
の
研
究
者
で
現
実
世
界
の
話
に
は
興

味
が
な
い
と
固
辞
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
証
取
法
会
計
以
外
は
会
計
と
し
て

議
論
す
る
気
は
な
い
と
一
蹴
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

記
帳
に
基
づ
く
確
定
決
算
主
義
を
前
提
と
し
た
会
計
を
目
指
す

さ
て
、
研
究
会
で
の
最
大
の
論
点
は
、
証
取
法
会
計
の
上
場
大
企
業
と

は
別
の
中
小
企
業
の
会
計
が
独
自
に
あ
り
得
る
か
で
し
た
。
会
計
は
一
つ

で
証
取
法
会
計
の
み
で
あ
る
と
の
強
い
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

武
田
先
生
を
中
心
に
、
中
小
企
業
に
は
中
小
企
業
に
適
し
た
会
計
が
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
専
門
家
か
ら
は
、
神
戸
学
派

と
東
京
連
合
の
論
戦
だ
と
い
う
声
も
聴
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
ご
自
身
の
研
究
に
基
づ
い
て
真
剣
に
立
論
さ
れ
、
な
る
ほ
ど

学
者
と
は
大
し
た
も
の
だ
と
思
わ
せ
る
状
況
で
し
た
。
今
で
も
記
憶
し
て

い
る
の
は
、
早
大
の
加
古
宜
士
先
生
と
武
田
先
生
が
、
中
小
企
業
は
大
人

（
大
企
業
）
と
同
じ
ス
ー
ツ
を
背
伸
び
し
て
で
も
着
る
べ
き
な
の
か
、
身

の
丈
に
合
っ
た
子
供
服
を
着
る
べ
き
な
の
か
と
、
比
喩
を
交
え
て
熱
心
に

議
論
さ
れ
た
お
姿
で
す
。

関
係
省
庁
で
は
、
財
務
省
主
税
局
は
、
確
定
決
算
主
義
が
重
要
で
あ
っ

て
中
小
企
業
庁
の
言
い
分
も
理
解
す
る
と
の
立
場
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
法

務
省
は
商
法
の
大
原
則
に
し
た
が
っ
て
考
え
て
く
れ
れ
ば
よ
い
、
非
上
場

の
中
小
企
業
に
は
証
券
取
引
法
は
法
と
し
て
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

我
々
と
し
て
は
、
非
上
場
の
中
小
企
業
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
商
法
と

税
法
に
立
脚
し
、
記
帳
を
基
礎
と
し
て
、
確
定
決
算
主
義
を
大
前
提
と
し
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た
、
中
小
企
業
経
営
者
が
実
際
に
使
え
て
、
金
融
機
関
や
税
当
局
に
も
信

頼
さ
れ
る
会
計
を
目
指
し
ま
し
た
。

私
と
と
も
に
研
究
会
を
進
め
た
財
務
課
の
佐
藤
孝
弘
係
長
は
、
現
在
は

山
形
市
長
で
す
。
当
時
20
代
で
と
て
も
若
か
っ
た
の
に
非
常
に
大
き
な
仕

事
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
の
研
究
会
報
告
書
と
同
趣
旨
の
も
の
が
実
現

そ
の
後
、
諸
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
へ
の
I
F
R
S
の
遮

断
、
確
定
決
算
主
義
の
堅
持
と
い
っ
た
方
向
性
も
踏
ま
え
て
で
し
ょ
う
か
、

2
0
1
2
年
に
中
小
会
計
要
領
が
策
定
さ
れ
た
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

2
0
1
0
年
前
後
に
、
I
F
R
S
を
国
内
企
業
に
強
制
適
用
す
べ
き
と

い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
経
産
省
で
企
業
制
度
担
当
の
審

議
官
で
し
た
。
経
産
省
と
し
て
は
、
例
え
ば
原
価
計
算
か
ら
話
が
始
ま
る

日
本
産
業
の
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
何
で
も
時
価
主
義
の
I
F
R
S
を
全
て

強
制
適
用
す
る
の
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
も
、
2
0
0
2
年
の
研
究
会
と
同
じ
く
、
何
で
経
産
省
が
会
計

に
口
を
出
す
の
か
と
い
う
会
計
専
門
家
筋
か
ら
の
冷
や
や
か
な
眼
が
あ
っ

た
の
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
時
価
主
義
の
潮
流
に
乗
る
べ
き
で
、

日
本
の
産
業
実
態
に
拘
る
の
は
時
代
遅
れ
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

公
認
会
計
士
の
方
々
は
、
新
し
い
仕
事
が
や
っ
て
来
る
と
意
気
込
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
し
、
金
融
庁
は
国
内
企
業
へ
の
全
面
的
な
早
期
強
制
適
用

を
実
現
し
た
い
と
い
う
様
子
で
し
た
が
、
議
論
の
末
、
結
果
的
に
任
意
適

用
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
論
陣
を
張
っ
て
い
る
中
、
税
制
改
正
に
お
け
る
同
志
の
日
商

の
加
藤
正
敏
さ
ん
と
相
談
し
、
中
小
企
業
の
会
計
に
つ
い
て
の
方
向
付
け

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
中
小
会
計
要
領
の
策
定
と
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
な
り
に
見
る
と
、
2
0
0
2
年
の
研
究
会
報
告
書
と

同
趣
旨
の
も
の
が
実
現
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
10
年
間
は
熟
成
の
時
期

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
り
は
、
本
書
第
1
章
の
加
藤
さ
ん

の
論
述
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
研
究
会
で
の
経
験
が
、
私
自
身
、
大
変
貴
重
と
な
っ
た

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
東
日
本
大
震
災
と
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
私
は
、
原
発
事
故
被
災
者
へ
の
賠
償
実
現
の
た
め
の
原

賠
機
構
法
策
定
を
、
内
閣
官
房
の
担
当
責
任
者
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

賠
償
や
廃
炉
と
い
う
莫
大
な
将
来
債
務
が
あ
る
東
電
を
、
債
務
超
過
に
陥

ら
せ
ず
事
業
体
と
し
て
継
続
さ
せ
て
賠
償
を
続
け
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
。

会
計
の
知
識
が
、
迅
速
な
制
度
設
計
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
既
に
約
10
兆

円
の
賠
償
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
某
超
大
企
業
の
巨
額
の
粉
飾
決
算
の
事
案
を
担
当
し
た
際
に
も
、

会
計
の
知
識
が
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
井
物
産
、
神
戸
製
鋼
所
で
職
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
社
の
み
な
ら
ず
子
会
社
・
関
係
会
社
の
運
営
管
理
に
会
計
の
知

識
が
不
可
欠
で
あ
る
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
関
係
の
中
小
規
模
の
事
業

体
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
税
理
士
先
生
に
日
々
感
謝
し
て
い
る
次
第

で
す
。

全
国
の
中
小
企
業
が
、
T
K
C
の
ご
尽
力
の
一
大
成
果
で
も
あ
る
中
小

会
計
要
領
を
活
か
し
て
、
頼
れ
る
税
理
士
先
生
と
と
も
に
、
金
融
機
関
の

ご
理
解
・
ご
支
援
も
得
て
、
日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
の
主
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
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実
際
の
と
こ
ろ
、
我
々
と
し
て
は
、
金
融
機
関
の
融
資
判
断
に
当
た
っ

て
、
土
地
担
保
や
経
営
者
個
人
保
証
だ
け
で
は
な
い
、
個
々
の
中
小
企
業

の
事
業
性
を
評
価
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
事

業
性
評
価
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
事
業
性
融
資
推
進
法
で

企
業
価
値
担
保
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
金
融
関
係
の
方
や
税
務
当
局
と
様
々

な
議
論
を
交
わ
す
う
ち
に
、
事
業
性
の
評
価
の
重
要
性
を
訴
え
る
に
は
、

中
小
企
業
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
信
頼
性
の
あ
る
会
計
が
必
須
だ
と
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
頼
性
の
あ
る
中
小
企
業
の
会
計
と
は
何
か
、
全
国
の
学
者
先
生
や
税

務
・
会
計
の
専
門
家
と
話
を
し
ま
し
た
が
、
百
家
争
鳴
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
明
解
な
統
一
見
解
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
幾
つ
か
の
税
理
士
事
務

所
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
場
の
実
務
は
様
々
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
庁
で
、
新
た
に
研
究
会
を
設
置
し
て
中
小
企
業
の

会
計
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

研
究
会
設
置
の
構
想
段
階
で
は
T
K
C
全
国
会
の
坂
本
孝
司
先
生
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
経
産
省
の
故
小
野
浩
孝
氏（
当
時
企
業
行
動
課
長
）

が
坂
本
先
生
と
浜
松
の
高
校
同
窓
で
、
尊
敬
す
る
小
野
さ
ん
ル
ー
ト
で
話

が
進
ん
だ
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
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た
。
T
K
C
に
ご
縁
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﨑
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司
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参
加
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た
だ
き
、
ま
た
、
江
頭
憲
治
郎
先
生
、
弥
永
真
生
先
生
、
品
川
芳
宣
先
生

と
い
っ
た
日
本
の
商
法
・
税
法
を
代
表
す
る
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
座
長
に
は
、
中
京
大
学
学
長
・
名
大
名
誉
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中
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企
業
政
策
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企
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。
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の
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
時
価
主
義
の
潮
流
に
乗
る
べ
き
で
、

日
本
の
産
業
実
態
に
拘
る
の
は
時
代
遅
れ
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

公
認
会
計
士
の
方
々
は
、
新
し
い
仕
事
が
や
っ
て
来
る
と
意
気
込
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
し
、
金
融
庁
は
国
内
企
業
へ
の
全
面
的
な
早
期
強
制
適
用

を
実
現
し
た
い
と
い
う
様
子
で
し
た
が
、
議
論
の
末
、
結
果
的
に
任
意
適

用
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
論
陣
を
張
っ
て
い
る
中
、
税
制
改
正
に
お
け
る
同
志
の
日
商

の
加
藤
正
敏
さ
ん
と
相
談
し
、
中
小
企
業
の
会
計
に
つ
い
て
の
方
向
付
け

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
中
小
会
計
要
領
の
策
定
と
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
な
り
に
見
る
と
、
2
0
0
2
年
の
研
究
会
報
告
書
と

同
趣
旨
の
も
の
が
実
現
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
10
年
間
は
熟
成
の
時
期

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
辺
り
は
、
本
書
第
1
章
の
加
藤
さ
ん

の
論
述
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
研
究
会
で
の
経
験
が
、
私
自
身
、
大
変
貴
重
と
な
っ
た

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
東
日
本
大
震
災
と
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
私
は
、
原
発
事
故
被
災
者
へ
の
賠
償
実
現
の
た
め
の
原

賠
機
構
法
策
定
を
、
内
閣
官
房
の
担
当
責
任
者
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

賠
償
や
廃
炉
と
い
う
莫
大
な
将
来
債
務
が
あ
る
東
電
を
、
債
務
超
過
に
陥

ら
せ
ず
事
業
体
と
し
て
継
続
さ
せ
て
賠
償
を
続
け
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
。

会
計
の
知
識
が
、
迅
速
な
制
度
設
計
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
既
に
約
10
兆

円
の
賠
償
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
某
超
大
企
業
の
巨
額
の
粉
飾
決
算
の
事
案
を
担
当
し
た
際
に
も
、

会
計
の
知
識
が
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
井
物
産
、
神
戸
製
鋼
所
で
職
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
社
の
み
な
ら
ず
子
会
社
・
関
係
会
社
の
運
営
管
理
に
会
計
の
知

識
が
不
可
欠
で
あ
る
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
関
係
の
中
小
規
模
の
事
業

体
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
税
理
士
先
生
に
日
々
感
謝
し
て
い
る
次
第

で
す
。

全
国
の
中
小
企
業
が
、
T
K
C
の
ご
尽
力
の
一
大
成
果
で
も
あ
る
中
小

会
計
要
領
を
活
か
し
て
、
頼
れ
る
税
理
士
先
生
と
と
も
に
、
金
融
機
関
の

ご
理
解
・
ご
支
援
も
得
て
、
日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
の
主
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
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金融機関の皆さま向け情報サイト公開

株式会社TKCは、FIT2026（大阪会場・東京会場）に参加します !

地域企業支援の実態把握、課題解決に向けた伴走支援等に
資する情報を提供するため、金融機関の皆さま向けにサイトを
公開しました。

▶ https://www.tkc.jp/tkcnf/finance/

「FIT(Financial Information Technology)」(金融国際情報技術展）は、金融総合専門誌『ニッキン』を発行する日本金融通信
社が主催する国内最大の「金融機関のためのITフェア」です。

大阪会場

東京会場

ご 参 考

TKCモニタリング情報サービス活用事例

◉セミナー：2026年9月3日㈭14：00～14：40　※セミナー開催のみです。当社出展はありません。
◉会　 場：グランフロント大阪（ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンターA会場）
◉概　 要：北おおさか信用金庫にご登壇いただきます。地域企業のDX支援事例、連携戦略についてご紹介いただきます。

◉開 催 日：2026年10月15日㈭・16日㈮ ※株式会社スカイコムと共同出展いたします。
◉セミナー：2026年10月16日㈮11：20～12：00
◉会 場：東京国際フォーラム
◉概 要：常陽銀行にご登壇いただきます。

地域企業のDX支援事例、連携戦略について
ご紹介いただきます。

過去のFITセミナーは下記から
ご確認ください。
▶https://www.tkc.jp/fx/bank/

視聴申し込みいただいた方にご視聴用URLをメールでお送りします。

◉FIT2025

◉FIT2025

◉FIT大阪2025

足利銀行の活用事例（令和7年10月10日 東京会場でのご講演）

栃木県信用保証協会の活用事例（令和7年10月10日 東京会場でのご講演）

尼崎信用金庫の活用事例（令和7年9月4日 大阪会場でのご講演）

37

E-mail：fintech.banks@tkc.co.jp

◉お問い合わせ先



金融機関との連携

M
I
S
で
企
業
の
予
兆
を
正
確
に
管
理
で
き
る

増
山（
会
長
）

私
は
昨
年
7
月
か
ら
T
K
C

関
東
信
越
会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
上
で
は
、
金
融
機
関

の
皆
さ
ま
と
の
一
層
の
連
携
強
化
、ま
さ
に「
顔

の
見
え
る
関
係
」
の
構
築
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
日
、
約
8
年
ぶ
り
に
筑
波
銀
行
さ
ま

と
の
対
談
が
実
現
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。

生
田（
頭
取
）

こ
の
度
は
対
談
の
機
会
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
行
が
普

段
向
き
合
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
と
T
K
C
会
員

事
務
所
が
支
援
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
は
、
ほ

ぼ
同
じ
層
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
が
今
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
月
次
決
算
の
徹
底
で
す
。

T
K
C
会
員
が
関
与
先
を
毎
月
巡
回
監
査
し
て
、

「
三
現
主
義
（
現
地
・
現
物
・
現
人
）」
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
財
務
経
営
力
を
強
化
す

る
。
そ
し
て
「
信
頼
の
あ
る
決
算
書
」
を
お
届

け
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
金
融
機
関
と
の

対
話
も
円
滑
に
な
り
、
融
資
の
場
面
で
も
評
価

さ
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
田（
頭
取
）

従
来
は
、
決
算
書
の
受
領
や

書
類
に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
直
接
訪
問

す
る
必
要
が
あ
り
、
非
効
率
で
し
た
。
し
か
し
、

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

M
I
S
）
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
切
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
う
と
、
M
I
S
は
単
な
る
効
率

化
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
の
質
自
体
も
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
行
で
は
現
在
、
事
業
性
評
価
の
高
度

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
大
の
課
題
は

「
企
業
の
実
態
を
い
か
に
つ
か
む
か
」
で
す
。
年
1

回
の
決
算
書
だ
け
で
は
、
企
業
の
実
態
を
把
握

す
る
に
は
不
十
分
で
す
。
で
す
か
ら
、
M
I
S

の
月
次
で
試
算
表
を
提
供
す
る
仕
組
み
は
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。
企
業
側
か
ら
す
る
と
、「
業

績
が
悪
い
か
ら
今
月
は
送
ら
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
銀

行
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
不
振
の
理

由
や
今
後
を
一
緒
に
考
え
た
い
の
で
す
。

湯
原（
支
部
長
）

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
企
業

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
仕
組
み
が

M
I
S
で
す
。

増
山（
会
長
）

M
I
S
は
単
な
る
デ
ー
タ
共

有
で
は
な
く
、
「
予
兆
管
理
」
の
た
め
の
仕
組

み
で
す
。
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
、
月
次

で
業
績
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
早
期
対

応
が
可
能
と
な
り
、
金
融
機
関
と
事
業
者
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
す
。

「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」を
目
指
す

増
山（
会
長
）

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
田（
頭
取
）
当
行
で
は
「
と
こ
と
ん
支
援
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
小
企
業
に
対
し
て
伴
走

型
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
資
金
を
提
供
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
経
営
改
善
や
成
長

ま
で
深
く
関
与
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
て

「
金
融
機
関
ト
ッ
プ
対
談
」シ
リ
ー
ズ

金融機関との連携

■筑波銀行
取締役頭取 生田雅彦
専務取締役 篠原　智
取締役営業本部長　益子邦広

■TKC関東信越会茨城支部
関東信越会会長 増山英和
研修所長 熊坂眞人
支部長 湯原　拓

出席者（敬称略）

筑
波
銀
行・生
田
雅
彦
頭
取
と
の
対
談

■
と
き
：
令
和
8
年
4
月
21
日
㈫

■
と
こ
ろ
：
筑
波
銀
行
本
部
会
議
室

T
K
C
関
東
信
越
会
茨
城
支
部
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い
ま
す
。
融
資
で
は
、
事
業
性
評
価
を
重
視
し
、

決
算
書
の
数
字
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
事

業
内
容
、
将
来
性
ま
で
踏
み
込
ん
で
評
価
し
た

上
で
支
援
す
る
の
で
、
企
業
の
実
態
に
即
し
た

支
援
が
で
き
る
点
が
強
み
で
す
。

ま
た
、
資
金
面
に
限
ら
ず
、
本
業
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
具
体
的
に

は
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
機
会
の
提
供
な
ど
、
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

篠
原（
専
務
）

事
業
承
継
や
M
&
A
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。「
筑
波
の
結
び
目
」
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
後
継
者
不
在
の
企

業
に
対
し
て
も
、
第
三
者
承
継
を
含
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
融
資
を
起
点
に
し
な
が
ら
、「
本
業
支
援
・

承
継
支
援
・
再
生
支
援
」
ま
で
一
体
で
提
供
で

き
る
、「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

3
者
の
決
算
報
告
会
で「
顔
の
見
え
る
関
係
」構
築
を

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
は
、
中
小
企

業
の
持
続
的
成
長
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

る
た
め
、
月
次
決
算
体
制
の
構
築
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
関
与
先
企

業
が
適
時
・
正
確
な
記
帳
を
行
い
、
発
生
主
義

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
月
次
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
が
自
社
の
業
績
を
的

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
務
経
営
力
の
向
上
と
資
金
調
達
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
K
C

全
国
会
で
は
「
税
理
士
の
4
大
業
務
を
完
遂
し
、

中
小
企
業
を
元
気
に
し
よ
う
!
」
と
い
う
「
運

動
方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
税

理
士
の
4
大
業
務
と
い
う
の
は
、
税
務
、
会
計
、

保
証
（
書
面
添
付
な
ど
）、
経
営
助
言
の
四
つ

を
指
し
ま
す
。
特
に
「
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

つ
い
て
は
、
書
面
添
付
制
度
を
中
心
に
、
帳
簿

の
適
正
性
、
月
次
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
の
正

確
性
な
ど
で
担
保
し
て
い
ま
す
。

熊
坂（
関
東
信
越
会
研
修
所
長
）

こ
れ
ま
で
の

お
話
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
と
し

て
、
①
支
店
長
を
対
象
に
し
た
本
部
研
修
、
②

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
参
加
、
③
決
算
報
告
会
（
企

業
、
金
融
機
関
、
T
K
C
会
員
の
3
者
）
の
実

施
│
│
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

決
算
報
告
会
を
実
施
し
た
事
例
で
は
、
単
な
る

報
告
で
は
な
く
、「
社
長
が
数
字
を
説
明
す
る
」、

「
将
来
の
投
資
や
資
金
調
達
の
話
に
つ
な
が
る
」、

と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）

今
回
の
対
談
で
、
方
向
性
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
ど
う

現
場
で
動
か
す
か
を
検
討
し
、「
顔
の
見
え
る
関

係
」
構
築
に
向
け
、
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
田（
頭
取
）

決
算
報
告
会
の
よ
う
な
場
で

「
現
状
」、「
課
題
」、「
今
後
の
方
針
」
が
一
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
性
評
価
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。
当
行
と
し
て
も
T
K
C
会
員
の
先
生

と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
、
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

根
本
一
徳
）

生田雅彦頭取（右から３番目）を囲んで。左隣が、増山英和ＴＫＣ関東信越会会長
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M
I
S
で
企
業
の
予
兆
を
正
確
に
管
理
で
き
る

増
山（
会
長
）

私
は
昨
年
7
月
か
ら
T
K
C

関
東
信
越
会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
上
で
は
、
金
融
機
関

の
皆
さ
ま
と
の
一
層
の
連
携
強
化
、ま
さ
に「
顔

の
見
え
る
関
係
」
の
構
築
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
日
、
約
8
年
ぶ
り
に
筑
波
銀
行
さ
ま

と
の
対
談
が
実
現
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。

生
田（
頭
取
）

こ
の
度
は
対
談
の
機
会
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
行
が
普

段
向
き
合
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
と
T
K
C
会
員

事
務
所
が
支
援
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
は
、
ほ

ぼ
同
じ
層
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
が
今
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
月
次
決
算
の
徹
底
で
す
。

T
K
C
会
員
が
関
与
先
を
毎
月
巡
回
監
査
し
て
、

「
三
現
主
義
（
現
地
・
現
物
・
現
人
）」
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
財
務
経
営
力
を
強
化
す

る
。
そ
し
て
「
信
頼
の
あ
る
決
算
書
」
を
お
届

け
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
金
融
機
関
と
の

対
話
も
円
滑
に
な
り
、
融
資
の
場
面
で
も
評
価

さ
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
田（
頭
取
）

従
来
は
、
決
算
書
の
受
領
や

書
類
に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
直
接
訪
問

す
る
必
要
が
あ
り
、
非
効
率
で
し
た
。
し
か
し
、

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

M
I
S
）
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
切
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
う
と
、
M
I
S
は
単
な
る
効
率

化
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
の
質
自
体
も
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
行
で
は
現
在
、
事
業
性
評
価
の
高
度

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
大
の
課
題
は

「
企
業
の
実
態
を
い
か
に
つ
か
む
か
」
で
す
。
年
1

回
の
決
算
書
だ
け
で
は
、
企
業
の
実
態
を
把
握

す
る
に
は
不
十
分
で
す
。
で
す
か
ら
、
M
I
S

の
月
次
で
試
算
表
を
提
供
す
る
仕
組
み
は
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。
企
業
側
か
ら
す
る
と
、「
業

績
が
悪
い
か
ら
今
月
は
送
ら
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
銀

行
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
不
振
の
理

由
や
今
後
を
一
緒
に
考
え
た
い
の
で
す
。

湯
原（
支
部
長
）

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
企
業

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
仕
組
み
が

M
I
S
で
す
。

増
山（
会
長
）

M
I
S
は
単
な
る
デ
ー
タ
共

有
で
は
な
く
、
「
予
兆
管
理
」
の
た
め
の
仕
組

み
で
す
。
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
、
月
次

で
業
績
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
早
期
対

応
が
可
能
と
な
り
、
金
融
機
関
と
事
業
者
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
す
。

「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」を
目
指
す

増
山（
会
長
）

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
田（
頭
取
）
当
行
で
は
「
と
こ
と
ん
支
援
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
小
企
業
に
対
し
て
伴
走

型
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
資
金
を
提
供
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
経
営
改
善
や
成
長

ま
で
深
く
関
与
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
て

「
金
融
機
関
ト
ッ
プ
対
談
」シ
リ
ー
ズ

金融機関との連携

■筑波銀行
取締役頭取 生田雅彦
専務取締役 篠原　智
取締役営業本部長　益子邦広
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支部長 湯原　拓

出席者（敬称略）

筑
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銀
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田
雅
彦
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対
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と
き
：
令
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年
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部
会
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室

T
K
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城
支
部
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金融機関との連携

い
ま
す
。
融
資
で
は
、
事
業
性
評
価
を
重
視
し
、

決
算
書
の
数
字
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
事

業
内
容
、
将
来
性
ま
で
踏
み
込
ん
で
評
価
し
た

上
で
支
援
す
る
の
で
、
企
業
の
実
態
に
即
し
た

支
援
が
で
き
る
点
が
強
み
で
す
。

ま
た
、
資
金
面
に
限
ら
ず
、
本
業
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
具
体
的
に

は
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
機
会
の
提
供
な
ど
、
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

篠
原（
専
務
）

事
業
承
継
や
M
&
A
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。「
筑
波
の
結
び
目
」
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
後
継
者
不
在
の
企

業
に
対
し
て
も
、
第
三
者
承
継
を
含
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
融
資
を
起
点
に
し
な
が
ら
、「
本
業
支
援
・

承
継
支
援
・
再
生
支
援
」
ま
で
一
体
で
提
供
で

き
る
、「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

3
者
の
決
算
報
告
会
で「
顔
の
見
え
る
関
係
」構
築
を

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
は
、
中
小
企

業
の
持
続
的
成
長
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

る
た
め
、
月
次
決
算
体
制
の
構
築
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
関
与
先
企

業
が
適
時
・
正
確
な
記
帳
を
行
い
、
発
生
主
義

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
月
次
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
が
自
社
の
業
績
を
的

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
務
経
営
力
の
向
上
と
資
金
調
達
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
K
C

全
国
会
で
は
「
税
理
士
の
4
大
業
務
を
完
遂
し
、

中
小
企
業
を
元
気
に
し
よ
う
!
」
と
い
う
「
運

動
方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
税

理
士
の
4
大
業
務
と
い
う
の
は
、
税
務
、
会
計
、

保
証
（
書
面
添
付
な
ど
）、
経
営
助
言
の
四
つ

を
指
し
ま
す
。
特
に
「
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

つ
い
て
は
、
書
面
添
付
制
度
を
中
心
に
、
帳
簿

の
適
正
性
、
月
次
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
の
正

確
性
な
ど
で
担
保
し
て
い
ま
す
。

熊
坂（
関
東
信
越
会
研
修
所
長
）

こ
れ
ま
で
の

お
話
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
と
し

て
、
①
支
店
長
を
対
象
に
し
た
本
部
研
修
、
②

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
参
加
、
③
決
算
報
告
会
（
企

業
、
金
融
機
関
、
T
K
C
会
員
の
3
者
）
の
実

施
│
│
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

決
算
報
告
会
を
実
施
し
た
事
例
で
は
、
単
な
る

報
告
で
は
な
く
、「
社
長
が
数
字
を
説
明
す
る
」、

「
将
来
の
投
資
や
資
金
調
達
の
話
に
つ
な
が
る
」、

と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）

今
回
の
対
談
で
、
方
向
性
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
ど
う

現
場
で
動
か
す
か
を
検
討
し
、「
顔
の
見
え
る
関

係
」
構
築
に
向
け
、
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
田（
頭
取
）

決
算
報
告
会
の
よ
う
な
場
で

「
現
状
」、「
課
題
」、「
今
後
の
方
針
」
が
一
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
性
評
価
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。
当
行
と
し
て
も
T
K
C
会
員
の
先
生

と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
、
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

根
本
一
徳
）

生田雅彦頭取（右から３番目）を囲んで。左隣が、増山英和ＴＫＣ関東信越会会長
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金融機関との連携

M
I
S
で
企
業
の
予
兆
を
正
確
に
管
理
で
き
る

増
山（
会
長
）

私
は
昨
年
7
月
か
ら
T
K
C

関
東
信
越
会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
上
で
は
、
金
融
機
関

の
皆
さ
ま
と
の
一
層
の
連
携
強
化
、ま
さ
に「
顔

の
見
え
る
関
係
」
の
構
築
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
日
、
約
8
年
ぶ
り
に
筑
波
銀
行
さ
ま

と
の
対
談
が
実
現
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。

生
田（
頭
取
）

こ
の
度
は
対
談
の
機
会
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
行
が
普

段
向
き
合
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
と
T
K
C
会
員

事
務
所
が
支
援
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
は
、
ほ

ぼ
同
じ
層
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
が
今
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
月
次
決
算
の
徹
底
で
す
。

T
K
C
会
員
が
関
与
先
を
毎
月
巡
回
監
査
し
て
、

「
三
現
主
義
（
現
地
・
現
物
・
現
人
）」
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
財
務
経
営
力
を
強
化
す

る
。
そ
し
て
「
信
頼
の
あ
る
決
算
書
」
を
お
届

け
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
金
融
機
関
と
の

対
話
も
円
滑
に
な
り
、
融
資
の
場
面
で
も
評
価

さ
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
田（
頭
取
）

従
来
は
、
決
算
書
の
受
領
や

書
類
に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
直
接
訪
問

す
る
必
要
が
あ
り
、
非
効
率
で
し
た
。
し
か
し
、

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

M
I
S
）
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
切
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
う
と
、
M
I
S
は
単
な
る
効
率

化
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
の
質
自
体
も
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
行
で
は
現
在
、
事
業
性
評
価
の
高
度

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
大
の
課
題
は

「
企
業
の
実
態
を
い
か
に
つ
か
む
か
」
で
す
。
年
1

回
の
決
算
書
だ
け
で
は
、
企
業
の
実
態
を
把
握

す
る
に
は
不
十
分
で
す
。
で
す
か
ら
、
M
I
S

の
月
次
で
試
算
表
を
提
供
す
る
仕
組
み
は
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。
企
業
側
か
ら
す
る
と
、「
業

績
が
悪
い
か
ら
今
月
は
送
ら
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
銀

行
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
不
振
の
理

由
や
今
後
を
一
緒
に
考
え
た
い
の
で
す
。

湯
原（
支
部
長
）

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
企
業

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
仕
組
み
が

M
I
S
で
す
。

増
山（
会
長
）

M
I
S
は
単
な
る
デ
ー
タ
共

有
で
は
な
く
、
「
予
兆
管
理
」
の
た
め
の
仕
組

み
で
す
。
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
、
月
次

で
業
績
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
早
期
対

応
が
可
能
と
な
り
、
金
融
機
関
と
事
業
者
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
す
。

「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」を
目
指
す

増
山（
会
長
）

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
田（
頭
取
）
当
行
で
は
「
と
こ
と
ん
支
援
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
小
企
業
に
対
し
て
伴
走

型
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
資
金
を
提
供
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
経
営
改
善
や
成
長

ま
で
深
く
関
与
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
て

「
金
融
機
関
ト
ッ
プ
対
談
」シ
リ
ー
ズ

金融機関との連携

■筑波銀行
取締役頭取 生田雅彦
専務取締役 篠原　智
取締役営業本部長　益子邦広

■TKC関東信越会茨城支部
関東信越会会長 増山英和
研修所長 熊坂眞人
支部長 湯原　拓

出席者（敬称略）

筑
波
銀
行・生
田
雅
彦
頭
取
と
の
対
談

■
と
き
：
令
和
8
年
4
月
21
日
㈫

■
と
こ
ろ
：
筑
波
銀
行
本
部
会
議
室

T
K
C
関
東
信
越
会
茨
城
支
部

TKC 2026・7

金融機関との連携

い
ま
す
。
融
資
で
は
、
事
業
性
評
価
を
重
視
し
、

決
算
書
の
数
字
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
事

業
内
容
、
将
来
性
ま
で
踏
み
込
ん
で
評
価
し
た

上
で
支
援
す
る
の
で
、
企
業
の
実
態
に
即
し
た

支
援
が
で
き
る
点
が
強
み
で
す
。

ま
た
、
資
金
面
に
限
ら
ず
、
本
業
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
具
体
的
に

は
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
機
会
の
提
供
な
ど
、
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

篠
原（
専
務
）

事
業
承
継
や
M
&
A
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。「
筑
波
の
結
び
目
」
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
後
継
者
不
在
の
企

業
に
対
し
て
も
、
第
三
者
承
継
を
含
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
融
資
を
起
点
に
し
な
が
ら
、「
本
業
支
援
・

承
継
支
援
・
再
生
支
援
」
ま
で
一
体
で
提
供
で

き
る
、「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

3
者
の
決
算
報
告
会
で「
顔
の
見
え
る
関
係
」構
築
を

増
山（
会
長
）
T
K
C
全
国
会
は
、
中
小
企

業
の
持
続
的
成
長
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

る
た
め
、
月
次
決
算
体
制
の
構
築
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
関
与
先
企

業
が
適
時
・
正
確
な
記
帳
を
行
い
、
発
生
主
義

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
月
次
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
が
自
社
の
業
績
を
的

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
務
経
営
力
の
向
上
と
資
金
調
達
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
K
C

全
国
会
で
は
「
税
理
士
の
4
大
業
務
を
完
遂
し
、

中
小
企
業
を
元
気
に
し
よ
う
!
」
と
い
う
「
運

動
方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
税

理
士
の
4
大
業
務
と
い
う
の
は
、
税
務
、
会
計
、

保
証
（
書
面
添
付
な
ど
）、
経
営
助
言
の
四
つ

を
指
し
ま
す
。
特
に
「
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

つ
い
て
は
、
書
面
添
付
制
度
を
中
心
に
、
帳
簿

の
適
正
性
、
月
次
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
の
正

確
性
な
ど
で
担
保
し
て
い
ま
す
。

熊
坂（
関
東
信
越
会
研
修
所
長
）

こ
れ
ま
で
の

お
話
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
と
し

て
、
①
支
店
長
を
対
象
に
し
た
本
部
研
修
、
②

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
参
加
、
③
決
算
報
告
会
（
企

業
、
金
融
機
関
、
T
K
C
会
員
の
3
者
）
の
実

施
│
│
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

決
算
報
告
会
を
実
施
し
た
事
例
で
は
、
単
な
る

報
告
で
は
な
く
、「
社
長
が
数
字
を
説
明
す
る
」、

「
将
来
の
投
資
や
資
金
調
達
の
話
に
つ
な
が
る
」、

と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）

今
回
の
対
談
で
、
方
向
性
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
ど
う

現
場
で
動
か
す
か
を
検
討
し
、「
顔
の
見
え
る
関

係
」
構
築
に
向
け
、
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
田（
頭
取
）

決
算
報
告
会
の
よ
う
な
場
で

「
現
状
」、「
課
題
」、「
今
後
の
方
針
」
が
一
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
性
評
価
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。
当
行
と
し
て
も
T
K
C
会
員
の
先
生

と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
、
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

根
本
一
徳
）

生田雅彦頭取（右から３番目）を囲んで。左隣が、増山英和ＴＫＣ関東信越会会長
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戦略経営者 2026.5 戦略経営者 2026.5

Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ
ウ
ド

活
用
事
例

あさひ税理士法人
代表社員税理士 古川雅敏
熊本県宇土市南段原町67-3

中山淳社長

青果物の生産・加工・流通をグループ会社と連携しながら
行っている

田上新吾氏

古川雅敏顧問税理士

石川将大氏

宮田瞳監査担当

─
─
青
果
物
の
生
産
・
加
工
・
流
通
を

グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
担
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

中
山

当
グ
ル
ー
プ
は
青
果
物
の
卸
売

事
業
を
展
開
し
て
い
る
水
野
商
店
を
親

会
社
に
、
あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム
と
ベ

ジ
ワ
ン
の
２
社
を
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
擁
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
フ
ァ

ー
ム
で
は
主
に
青
果
物
の
生
産
や
洗
浄
、

皮
む
き
、
カ
ッ
ト
と
い
っ
た
１
次
加
工

を
、
ベ
ジ
ワ
ン
で
は
商
品
の
袋
詰
め
か

ら
市
場
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

へ
の
販
売
業
務
ま
で
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
産
・
仕
入
れ
か
ら
加
工
、
配
送
ま
で

を
垂
直
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
い

し
い
野
菜
を
新
鮮
な
状
態
で
お
客
さ
ま

に
お
届
け
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
青
果
物
に
と
っ
て
鮮
度
は
〝
命
〟

で
す
か
ら
、
市
場
や
契
約
農
家
の
方
か

ら
仕
入
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
全
国
の
ス

ー
パ
ー
、
食
品
工
場
、
飲
食
店
な
ど
へ

迅
速
に
配
送
す
る
こ
と
を
日
々
追
求
し

て
い
ま
す
。

─
─
主
な
取
り
扱
い
品
目
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

中
山

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
を
は
じ
め
、
多
岐
に

わ
た
る
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を
正
社
員
で
雇
用
し

顧
客
と
の
強
固
な
信
頼
関
係
を
醸
成

─
─
こ
れ
ま
で
の
沿
革
は
？

中
山

現
会
長
（
水
野
泰
彰
氏
）
が
料

理
人
を
経
て
、
個
人
事
業
主
と
し
て
野

菜
卸
売
業
を
開
業
し
た
の
が
当
社
の
ル

ー
ツ
で
す
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
に

法
人
化
し
、
10
年
に
あ
り
が
と
う
フ
ァ

ー
ム
が
、
14
年
に
ベ
ジ
ワ
ン
、
当
時
の

ミ
ウ
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
り
、
現
在
の
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

古
川

当
事
務
所
は
も
と
も
と
ミ
ウ
ラ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ん
の
税
務
顧
問

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
野

会
長
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
の
経
営
を
み
て

ほ
し
い
」
と
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
を

機
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
山

あ
さ
ひ
税
理
士
法
人
さ
ん
で
は
、

税
務
申
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
精
緻
な
業

績
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
た
経
営
指
導
を

基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の

規
模
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
持
続
的
に

成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
客
観
的
な
数
値

に
も
と
づ
く
経
営
判
断
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
古
川
先
生
に
グ
ル
ー
プ
各
社
の
税

務
顧
問
を
お
願
い
し
た
の
は
〝
攻
め
の

業
績
管
理
体
制
〟
を
構
築
し
、
最
新
業

績
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と

で
即
座
に
次
の
一
手
を
打
つ
た
め
で
す
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
古
川
先
生
の
指
導
の

株式会社水野商店
設　立　2006年
所在地　熊本県熊本市西区上代2-124-1
売上高　18億円（グループ28億円）
従業員数 約30名（グループ約70名）

効率的かつ合理的な経理業務が
経営意思決定の迅速化を後押し
水野商店はグループ企業であるありがとうファーム、ベジワンと連携しながら、青果物の生産・
加工・流通を担っている。中山淳社長、経理担当の田上新吾氏、石川将大氏に古川雅敏顧問
税理士と宮田瞳監査担当を交え、『FX4クラウド』による業績管理の要諦を語ってもらった。

水野商店 青果物卸売業

も
と
、
足
元
の
数
字
に
も
と
づ
い
て
意

思
決
定
す
る
習
慣
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。

─
─
数
字
へ
の
意
識
の
高
さ
は
ガ
ソ
リ

ン
代
の
管
理
手
法
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

中
山

以
前
は
「
減
っ
た
ら
そ
の
都
度

補
給
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
感
覚

に
頼
っ
た
運
用
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
を
背
景
に
数
年

前
か
ら
「
誰
が
、
ど
の
車
両
で
、
ど
れ

く
ら
い
給
油
し
た
か
」
を
詳
細
に
把
握

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
物
流
は

当
社
の
〝
要
〟
で
す
か
ら
、
配
送
の
費

用
対
効
果
は
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
ま

す
。
一
方
で
配
送
の
質
を
高
め
、
お
客

さ
ま
と
の
間
に
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係

を
築
く
べ
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
正
規
雇

用
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
固
定
費

は
嵩か
さ

み
ま
す
が
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
し
続
け
る
に
は
、
正
規

雇
用
に
よ
る
責
任
あ
る
配
送
体
制
の
構

築
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
話
を
重
ね
て
年
度
予
算
を
策
定

グ
ル
ー
プ
全
体
の
収
益
力
向
上
へ

─
─
会
計
シ
ス
テ
ム
に
『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ

ウ
ド
』
を
採
用
さ
れ
た
経
緯
は
？

中
山

古
川
先
生
か
ら
「
業
績
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
と
と
も
に
、
経

理
業
務
を
効
率
的
に
実
施
す
る
に
は

『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ
ウ
ド
』
の
活
用
が
欠
か

せ
な
い
」
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
理
由
で
す
。

─
─
特
に
注
視
し
て
い
る
業
績
指
標
や

勘
定
科
目
は
あ
り
ま
す
か
。

中
山

変
動
損
益
計
算
書
を
通
じ
て
最

新
の
業
績
を
精
査
し
て
い
ま
す
が
、
と

10『戦略経営者』2026年5月号より
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Ｆ
Ｘ
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例

あさひ税理士法人
代表社員税理士 古川雅敏
熊本県宇土市南段原町67-3

中山淳社長

青果物の生産・加工・流通をグループ会社と連携しながら
行っている

田上新吾氏

古川雅敏顧問税理士

石川将大氏

宮田瞳監査担当

─
─
青
果
物
の
生
産
・
加
工
・
流
通
を

グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
担
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

中
山

当
グ
ル
ー
プ
は
青
果
物
の
卸
売

事
業
を
展
開
し
て
い
る
水
野
商
店
を
親

会
社
に
、
あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム
と
ベ

ジ
ワ
ン
の
２
社
を
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
擁
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
フ
ァ

ー
ム
で
は
主
に
青
果
物
の
生
産
や
洗
浄
、

皮
む
き
、
カ
ッ
ト
と
い
っ
た
１
次
加
工

を
、
ベ
ジ
ワ
ン
で
は
商
品
の
袋
詰
め
か

ら
市
場
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

へ
の
販
売
業
務
ま
で
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
産
・
仕
入
れ
か
ら
加
工
、
配
送
ま
で

を
垂
直
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
い

し
い
野
菜
を
新
鮮
な
状
態
で
お
客
さ
ま

に
お
届
け
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
青
果
物
に
と
っ
て
鮮
度
は
〝
命
〟

で
す
か
ら
、
市
場
や
契
約
農
家
の
方
か

ら
仕
入
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
全
国
の
ス

ー
パ
ー
、
食
品
工
場
、
飲
食
店
な
ど
へ

迅
速
に
配
送
す
る
こ
と
を
日
々
追
求
し

て
い
ま
す
。

─
─
主
な
取
り
扱
い
品
目
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

中
山

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
を
は
じ
め
、
多
岐
に

わ
た
る
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を
正
社
員
で
雇
用
し

顧
客
と
の
強
固
な
信
頼
関
係
を
醸
成

─
─
こ
れ
ま
で
の
沿
革
は
？

中
山

現
会
長
（
水
野
泰
彰
氏
）
が
料

理
人
を
経
て
、
個
人
事
業
主
と
し
て
野

菜
卸
売
業
を
開
業
し
た
の
が
当
社
の
ル

ー
ツ
で
す
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
に

法
人
化
し
、
10
年
に
あ
り
が
と
う
フ
ァ

ー
ム
が
、
14
年
に
ベ
ジ
ワ
ン
、
当
時
の

ミ
ウ
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
り
、
現
在
の
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

古
川

当
事
務
所
は
も
と
も
と
ミ
ウ
ラ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ん
の
税
務
顧
問

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
野

会
長
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
の
経
営
を
み
て

ほ
し
い
」
と
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
を

機
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
山

あ
さ
ひ
税
理
士
法
人
さ
ん
で
は
、

税
務
申
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
精
緻
な
業

績
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
た
経
営
指
導
を

基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の

規
模
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
持
続
的
に

成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
客
観
的
な
数
値

に
も
と
づ
く
経
営
判
断
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
古
川
先
生
に
グ
ル
ー
プ
各
社
の
税

務
顧
問
を
お
願
い
し
た
の
は
〝
攻
め
の

業
績
管
理
体
制
〟
を
構
築
し
、
最
新
業

績
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と

で
即
座
に
次
の
一
手
を
打
つ
た
め
で
す
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
古
川
先
生
の
指
導
の

株式会社水野商店
設　立　2006年
所在地　熊本県熊本市西区上代2-124-1
売上高　18億円（グループ28億円）
従業員数 約30名（グループ約70名）

効率的かつ合理的な経理業務が
経営意思決定の迅速化を後押し
水野商店はグループ企業であるありがとうファーム、ベジワンと連携しながら、青果物の生産・
加工・流通を担っている。中山淳社長、経理担当の田上新吾氏、石川将大氏に古川雅敏顧問
税理士と宮田瞳監査担当を交え、『FX4クラウド』による業績管理の要諦を語ってもらった。

水野商店 青果物卸売業

も
と
、
足
元
の
数
字
に
も
と
づ
い
て
意

思
決
定
す
る
習
慣
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。

─
─
数
字
へ
の
意
識
の
高
さ
は
ガ
ソ
リ

ン
代
の
管
理
手
法
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

中
山

以
前
は
「
減
っ
た
ら
そ
の
都
度

補
給
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
感
覚

に
頼
っ
た
運
用
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
を
背
景
に
数
年

前
か
ら
「
誰
が
、
ど
の
車
両
で
、
ど
れ

く
ら
い
給
油
し
た
か
」
を
詳
細
に
把
握

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
物
流
は

当
社
の
〝
要
〟
で
す
か
ら
、
配
送
の
費

用
対
効
果
は
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
ま

す
。
一
方
で
配
送
の
質
を
高
め
、
お
客

さ
ま
と
の
間
に
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係

を
築
く
べ
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
正
規
雇

用
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
固
定
費

は
嵩か
さ

み
ま
す
が
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
し
続
け
る
に
は
、
正
規

雇
用
に
よ
る
責
任
あ
る
配
送
体
制
の
構

築
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
話
を
重
ね
て
年
度
予
算
を
策
定

グ
ル
ー
プ
全
体
の
収
益
力
向
上
へ

─
─
会
計
シ
ス
テ
ム
に
『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ

ウ
ド
』
を
採
用
さ
れ
た
経
緯
は
？

中
山

古
川
先
生
か
ら
「
業
績
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
と
と
も
に
、
経

理
業
務
を
効
率
的
に
実
施
す
る
に
は

『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ
ウ
ド
』
の
活
用
が
欠
か

せ
な
い
」
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
理
由
で
す
。

─
─
特
に
注
視
し
て
い
る
業
績
指
標
や

勘
定
科
目
は
あ
り
ま
す
か
。

中
山

変
動
損
益
計
算
書
を
通
じ
て
最

新
の
業
績
を
精
査
し
て
い
ま
す
が
、
と

11
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り
わ
け
売
上
高
、
限
界
利
益
、
限
界
利

益
率
の
動
向
は
注
視
し
て
い
ま
す
。
毎

月
末
に
は
私
を
含
む
グ
ル
ー
プ
３
社
の

社
長
と
古
川
先
生
、
宮
田
さ
ん
を
交
え

た
業
績
報
告
会
を
開
催
し
、
予
算
や
前

年
同
月
と
の
乖か
い

離り

を
確
認
す
る
だ
け
で

な
く
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
科
目
や
指
標

が
あ
れ
ば
そ
の
原
因
を
究
明
し
、
課
題

の
克
服
に
向
け
た
打
ち
手
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

古
川

毎
期
の
予
算
は
『
継
続
Ｍ
Ａ
Ｓ

シ
ス
テ
ム※
１

』
を
活
用
し
、
中
山
社
長
と

対
話
を
重
ね
な
が
ら
策
定
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
売
上
高
や
限
界
利
益
、

経
常
利
益
は
最
低
で
も
こ
れ
く
ら
い
は

確
保
し
た
い
」
な
ど
と
、
社
長
か
ら
具

体
的
な
数
値
目
標
を
引
き
出
し
、
そ
こ

か
ら
各
科
目
の
予
算
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
業
績
報
告
会
で
は
各
社
の

業
績
を
振
り
返
り
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
収
益
力
を
い
か
に
高
め
る
か
を
一

丸
と
な
っ
て
話
し
合
う
、
有
意
義
で
濃

密
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
徹
底
活
用
し

効
率
的
な
経
理
業
務
を
実
践

─
─
経
理
業
務
で
重
宝
し
て
い
る
機
能

は
？

田
上

も
っ
と
も
重
宝
し
て
い
る
の
は

「
証し
よ
う
ひ
よ
う憑

保
存
機
能※
２

」
で
す
ね
。
当
社
で

は
月
間
５
０
０
〜
６
０
０
枚
に
の
ぼ
る

証
憑
書
類
を
処
理
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
仕
訳
デ

ー
タ
を
自
動
で
生
成
で
き
、
さ
ら
に
書

類
の
電
子
保
存
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
原
本
は
シ
ス
テ
ム
上
で
す

ぐ
に
確
認
で
き
る
た
め
、
書
類
を
探
す

手
間
が
省
け
る
な
ど
、
業
務
効
率
は
劇

的
に
向
上
し
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
よ
り
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が

で
き
た
こ
と
も
利
点
の
一
つ
で
す
。

石
川
「
銀
行
信
販
デ
ー
タ
受
信
機
能※
３

」

も
便
利
で
す
ね
。
取
引
デ
ー
タ
を
自
動

受
信
し
て
、
そ
こ
か
ら
仕
訳
を
簡
単
に

計
上
で
き
る
た
め
、
預
金
取
引
に
関
す

る
仕
訳
を
一
か
ら
手
入
力
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
入
力
の
手
間

と
誤
入
力
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
の

で
、
た
い
へ
ん
重
宝
し
て
い
ま
す
。

宮
田

こ
の
ほ
か
、
エ
ク
セ
ル
を
介
し

た
「
仕
訳
連
携
機
能
」
を
活
用
し
、
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
『
Ｆ
Ｘ

４
ク
ラ
ウ
ド
』
へ
連
携
さ
せ
て
い
ま
す
。

中
山
社
長
や
田
上
さ
ん
、
石
川
さ
ん
の

お
話
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
水

野
商
店
さ
ん
で
は『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ
ウ
ド
』

の
機
能
を
フ
ル
活
用
し
て
、
効
率
的
な

経
理
業
務
を
実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

中
山

経
理
業
務
を
効
率
的
に
実
施
し

て
い
る
お
か
げ
で
、
月
次
の
数
字
も
早

期
に
固
ま
り
、
結
果
、
経
営
意
思
決
定

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
よ
り
高
め
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。『
Ｆ
Ｘ
４

ク
ラ
ウ
ド
』
の
機
能
を
今
以
上
に
使
い

倒
し
、
経
営
の
か
じ
取
り
を
よ
り
的
確

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目
標
で

す
ね
。

─
─
金
融
機
関
と
の
関
係
強
化
に
も
力

を
注
い
で
い
る
と
か
。

古
川
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ

ー
ビ
ス
」（
Ｍ
Ｉ
Ｓ※４
）
を
活
用
し
、
決

算
書
と
月
次
試
算
表
を
取
引
金
融
機
関

に
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
い
ま
す
。
水
野

商
店
さ
ん
の
財
務
基
盤
や
業
績
管
理
体

制
、
業
績
開
示
に
関
す
る
姿
勢
が
評
価

さ
れ
、
数
年
前
に
水
野
会
長
の
経
営
者

保
証
が
解
除
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
は

中
山
社
長
の
保
証
解
除
に
向
け
、
引
き

続
き
業
績
開
示
の
迅
速
性
と
透
明
性
を

確
保
し
つ
つ
、
財
務
基
盤
や
業
績
管
理

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

中
山

経
営
者
保
証
の
解
除
も
そ
う
で

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
く
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
作

る
た
め
に
も
、
売
り
上
げ
を
よ
り
一
層

伸
ば
し
、
利
益
を
積
み
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

あ
さ
ひ
税
理
士
法
人
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

を
糧
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
飛
躍
を
遂

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

※3銀行信販データ受信機能…複数の金融機関（銀行や
信販会社）から、インターネットを利用して取引データ
を自動受信し、　その取引データをもとに仕訳ルールの
学習機能を利用して仕訳を簡単に計上できる機能

熊本市に構える社屋

※1継続ＭＡＳシステム…経営者のビジョンに基づいた
「中期経営計画」と、次年度の業績管理のための「単年
度予算」、「短期経営計画」の策定を支援するシステム

※2証憑保存機能…電子取引データ（PDF等）や紙の証憑を読み込み、
TKCのデータセンター (TISC)に電子データとして保存。保存し
たデータはTKC会計システムに連携し、仕訳入力に活用できる。
経理事務のデジタル化により、生産性向上を実現する

※4TKCモニタリング情報サービス（MIS）…TKC会員事務所が毎月の
巡回監査と月次決算を実施した上で作成した月次試算表、年度
決算書などの財務情報を関与先企業からの依頼に基づいて、金融
機関に開示する無償のクラウドサービス戦略経営者 2026.7

─
─
国
税
庁
が
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
背
景
は
？

菅
沼

ま
ず
、
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
法
人
税
や
所

得
税
の
申
告
者
数
は
増
加
し
続
け
て

お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
経
済
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
働

き
方
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
副
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

暗
号
資
産
な
ど
、
従
来
に
は
な
か
っ

た
取
引
形
態
や
所
得
の
形
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
税
務
当
局
と

し
て
も
対
応
す
べ
き
範
囲
が
質
・
量

と
も
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
税
庁
の
定
員
や
予
算

は
大
き
く
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
2
0
2
3
年
の
税
務
調
査
の
実

施
割
合
（
実
地
調
査
率
）
は
、
法
人

で
1
・
7
％
（
2
0
0
3
年
の
約
半

分
）、
個
人
で
は
0
・
7
％
（
同
約

3
分
の
２
）
程
度
ま
で
低
下
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
適

正
・
公
平
な
課
税
を
維
持
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
効
率

化
・
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

事
業
者
と
税
務
当
局
の

両
者
に
メ
リ
ッ
ト

─
─
国
税
庁
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
戦

略
の
全
体
像
は
？

菅
沼

2
0
2
3
年
6
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
～
税
務

行
政
の
将
来
像
２
０
２
３
～
」
で
は
、

以
下
の
三
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①
納
税
者
の
利
便
性
向
上

②
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化

③
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

①
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

身
近
な
ツ
ー
ル
で
申
告
や
手
続
き
を

簡
単
に
完
結
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
②
は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
や

デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
て
課
税
・
徴

収
を
効
率
化
す
る
こ
と
。
そ
し
て
③

が
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
事
業
者
の

取
引
か
ら
経
理
、
税
務
申
告
・
納
付

ま
で
の
一
連
の
業
務
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
す
る
こ
と
」
で
す
。
③
は
一
見
す

る
と
税
務
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
非
常
に
関

係
が
深
い
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

─
─
な
ぜ
税
務
当
局
が
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
の
で
す
か
。

菅
沼
「
申
告
の
正
確
性
」
と
「
業
務

効
率
」
を
同
時
に
高
め
る
た
め
で
す
。

事
業
者
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
れ
ば
、
帳
簿
や
申

告
の
精
度
が
自
ず
と
向
上
し
ま
す
。

例
え
ば
、
紙
ベ
ー
ス
の
業
務
で
は

「
同
じ
デ
ー
タ
を
何
度
も
打
ち
込
む

（
二
重
入
力
）」「
入
力
ミ
ス
が
発
生

す
る
」「
作
業
時
間
が
か
か
る
」
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
一
気

通
貫
で
処
理
す
れ
ば
、
人
手
の
削
減
、

ミ
ス
の
減
少
、
業
務
工
数
の
減
少
、

すがぬま・てつや
1995年国税庁入庁。国税局や財務省主税
局、公正取引委員会などでの勤務を経験。
国税局では課税部長、総務部長を歴任。現
在は、国税庁長官官房参事官兼デジタル
化・業務改革室長として税務行政のデジ
タル化をけん引している。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

◎
国
税
庁
長
官
官
房

菅
沼
哲
矢
参
事
官

国
税
庁
の
掲
げ
る
〝
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）〟
の
な
か
で
２
０
２
３
年
に
追
加
さ
れ
た
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
」
は
、
税
務
処
理
も
含
め
て
一
貫
し
て
効
率
的
に
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
事
務
処
理
の
正
確
性
向
上
と
業
務
効
率
化

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
い
ま
、
国
税
庁
は
企
業
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
全
体
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。
菅
沼
哲
矢
参
事
官
に
聞
い
た
。

事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
が
業
務
効
率
と
申
告
の
正
確
性
を
高
め
る

データ連携で経営が変わる
特集
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り
わ
け
売
上
高
、
限
界
利
益
、
限
界
利

益
率
の
動
向
は
注
視
し
て
い
ま
す
。
毎

月
末
に
は
私
を
含
む
グ
ル
ー
プ
３
社
の

社
長
と
古
川
先
生
、
宮
田
さ
ん
を
交
え

た
業
績
報
告
会
を
開
催
し
、
予
算
や
前

年
同
月
と
の
乖か
い

離り

を
確
認
す
る
だ
け
で

な
く
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
科
目
や
指
標

が
あ
れ
ば
そ
の
原
因
を
究
明
し
、
課
題

の
克
服
に
向
け
た
打
ち
手
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

古
川

毎
期
の
予
算
は
『
継
続
Ｍ
Ａ
Ｓ

シ
ス
テ
ム※
１

』
を
活
用
し
、
中
山
社
長
と

対
話
を
重
ね
な
が
ら
策
定
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
売
上
高
や
限
界
利
益
、

経
常
利
益
は
最
低
で
も
こ
れ
く
ら
い
は

確
保
し
た
い
」
な
ど
と
、
社
長
か
ら
具

体
的
な
数
値
目
標
を
引
き
出
し
、
そ
こ

か
ら
各
科
目
の
予
算
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
業
績
報
告
会
で
は
各
社
の

業
績
を
振
り
返
り
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
収
益
力
を
い
か
に
高
め
る
か
を
一

丸
と
な
っ
て
話
し
合
う
、
有
意
義
で
濃

密
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
徹
底
活
用
し

効
率
的
な
経
理
業
務
を
実
践

─
─
経
理
業
務
で
重
宝
し
て
い
る
機
能

は
？

田
上

も
っ
と
も
重
宝
し
て
い
る
の
は

「
証し
よ
う
ひ
よ
う憑

保
存
機
能※
２

」
で
す
ね
。
当
社
で

は
月
間
５
０
０
〜
６
０
０
枚
に
の
ぼ
る

証
憑
書
類
を
処
理
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
仕
訳
デ

ー
タ
を
自
動
で
生
成
で
き
、
さ
ら
に
書

類
の
電
子
保
存
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
原
本
は
シ
ス
テ
ム
上
で
す

ぐ
に
確
認
で
き
る
た
め
、
書
類
を
探
す

手
間
が
省
け
る
な
ど
、
業
務
効
率
は
劇

的
に
向
上
し
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
よ
り
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が

で
き
た
こ
と
も
利
点
の
一
つ
で
す
。

石
川
「
銀
行
信
販
デ
ー
タ
受
信
機
能※
３

」

も
便
利
で
す
ね
。
取
引
デ
ー
タ
を
自
動

受
信
し
て
、
そ
こ
か
ら
仕
訳
を
簡
単
に

計
上
で
き
る
た
め
、
預
金
取
引
に
関
す

る
仕
訳
を
一
か
ら
手
入
力
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
入
力
の
手
間

と
誤
入
力
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
の

で
、
た
い
へ
ん
重
宝
し
て
い
ま
す
。

宮
田

こ
の
ほ
か
、
エ
ク
セ
ル
を
介
し

た
「
仕
訳
連
携
機
能
」
を
活
用
し
、
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
『
Ｆ
Ｘ

４
ク
ラ
ウ
ド
』
へ
連
携
さ
せ
て
い
ま
す
。

中
山
社
長
や
田
上
さ
ん
、
石
川
さ
ん
の

お
話
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
水

野
商
店
さ
ん
で
は『
Ｆ
Ｘ
４
ク
ラ
ウ
ド
』

の
機
能
を
フ
ル
活
用
し
て
、
効
率
的
な

経
理
業
務
を
実
践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

中
山

経
理
業
務
を
効
率
的
に
実
施
し

て
い
る
お
か
げ
で
、
月
次
の
数
字
も
早

期
に
固
ま
り
、
結
果
、
経
営
意
思
決
定

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
よ
り
高
め
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。『
Ｆ
Ｘ
４

ク
ラ
ウ
ド
』
の
機
能
を
今
以
上
に
使
い

倒
し
、
経
営
の
か
じ
取
り
を
よ
り
的
確

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目
標
で

す
ね
。

─
─
金
融
機
関
と
の
関
係
強
化
に
も
力

を
注
い
で
い
る
と
か
。

古
川
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ

ー
ビ
ス
」（
Ｍ
Ｉ
Ｓ※４
）
を
活
用
し
、
決

算
書
と
月
次
試
算
表
を
取
引
金
融
機
関

に
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
い
ま
す
。
水
野

商
店
さ
ん
の
財
務
基
盤
や
業
績
管
理
体

制
、
業
績
開
示
に
関
す
る
姿
勢
が
評
価

さ
れ
、
数
年
前
に
水
野
会
長
の
経
営
者

保
証
が
解
除
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
は

中
山
社
長
の
保
証
解
除
に
向
け
、
引
き

続
き
業
績
開
示
の
迅
速
性
と
透
明
性
を

確
保
し
つ
つ
、
財
務
基
盤
や
業
績
管
理

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

中
山

経
営
者
保
証
の
解
除
も
そ
う
で

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
く
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
作

る
た
め
に
も
、
売
り
上
げ
を
よ
り
一
層

伸
ば
し
、
利
益
を
積
み
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

あ
さ
ひ
税
理
士
法
人
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

を
糧
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
飛
躍
を
遂

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

※3銀行信販データ受信機能…複数の金融機関（銀行や
信販会社）から、インターネットを利用して取引データ
を自動受信し、　その取引データをもとに仕訳ルールの
学習機能を利用して仕訳を簡単に計上できる機能

熊本市に構える社屋

※1継続ＭＡＳシステム…経営者のビジョンに基づいた
「中期経営計画」と、次年度の業績管理のための「単年
度予算」、「短期経営計画」の策定を支援するシステム

※2証憑保存機能…電子取引データ（PDF等）や紙の証憑を読み込み、
TKCのデータセンター (TISC)に電子データとして保存。保存し
たデータはTKC会計システムに連携し、仕訳入力に活用できる。
経理事務のデジタル化により、生産性向上を実現する

※4TKCモニタリング情報サービス（MIS）…TKC会員事務所が毎月の
巡回監査と月次決算を実施した上で作成した月次試算表、年度
決算書などの財務情報を関与先企業からの依頼に基づいて、金融
機関に開示する無償のクラウドサービス戦略経営者 2026.7

─
─
国
税
庁
が
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
背
景
は
？

菅
沼

ま
ず
、
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
法
人
税
や
所

得
税
の
申
告
者
数
は
増
加
し
続
け
て

お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
経
済
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
働

き
方
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
副
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

暗
号
資
産
な
ど
、
従
来
に
は
な
か
っ

た
取
引
形
態
や
所
得
の
形
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
税
務
当
局
と

し
て
も
対
応
す
べ
き
範
囲
が
質
・
量

と
も
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
税
庁
の
定
員
や
予
算

は
大
き
く
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
2
0
2
3
年
の
税
務
調
査
の
実

施
割
合
（
実
地
調
査
率
）
は
、
法
人

で
1
・
7
％
（
2
0
0
3
年
の
約
半

分
）、
個
人
で
は
0
・
7
％
（
同
約

3
分
の
２
）
程
度
ま
で
低
下
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
適

正
・
公
平
な
課
税
を
維
持
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
効
率

化
・
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

事
業
者
と
税
務
当
局
の

両
者
に
メ
リ
ッ
ト

─
─
国
税
庁
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
戦

略
の
全
体
像
は
？

菅
沼

2
0
2
3
年
6
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
～
税
務

行
政
の
将
来
像
２
０
２
３
～
」
で
は
、

以
下
の
三
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①
納
税
者
の
利
便
性
向
上

②
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化

③
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

①
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

身
近
な
ツ
ー
ル
で
申
告
や
手
続
き
を

簡
単
に
完
結
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
②
は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
や

デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
て
課
税
・
徴

収
を
効
率
化
す
る
こ
と
。
そ
し
て
③

が
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
事
業
者
の

取
引
か
ら
経
理
、
税
務
申
告
・
納
付

ま
で
の
一
連
の
業
務
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
す
る
こ
と
」
で
す
。
③
は
一
見
す

る
と
税
務
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
非
常
に
関

係
が
深
い
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

─
─
な
ぜ
税
務
当
局
が
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
の
で
す
か
。

菅
沼
「
申
告
の
正
確
性
」
と
「
業
務

効
率
」
を
同
時
に
高
め
る
た
め
で
す
。

事
業
者
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
れ
ば
、
帳
簿
や
申

告
の
精
度
が
自
ず
と
向
上
し
ま
す
。

例
え
ば
、
紙
ベ
ー
ス
の
業
務
で
は

「
同
じ
デ
ー
タ
を
何
度
も
打
ち
込
む

（
二
重
入
力
）」「
入
力
ミ
ス
が
発
生

す
る
」「
作
業
時
間
が
か
か
る
」
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
一
気

通
貫
で
処
理
す
れ
ば
、
人
手
の
削
減
、

ミ
ス
の
減
少
、
業
務
工
数
の
減
少
、

すがぬま・てつや
1995年国税庁入庁。国税局や財務省主税
局、公正取引委員会などでの勤務を経験。
国税局では課税部長、総務部長を歴任。現
在は、国税庁長官官房参事官兼デジタル
化・業務改革室長として税務行政のデジ
タル化をけん引している。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

◎
国
税
庁
長
官
官
房

菅
沼
哲
矢
参
事
官

国
税
庁
の
掲
げ
る
〝
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）〟
の
な
か
で
２
０
２
３
年
に
追
加
さ
れ
た
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
」
は
、
税
務
処
理
も
含
め
て
一
貫
し
て
効
率
的
に
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
事
務
処
理
の
正
確
性
向
上
と
業
務
効
率
化

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
い
ま
、
国
税
庁
は
企
業
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
全
体
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。
菅
沼
哲
矢
参
事
官
に
聞
い
た
。

事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
が
業
務
効
率
と
申
告
の
正
確
性
を
高
め
る

データ連携で経営が変わる
特集
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
い
っ
た
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
事
業
者
側
に
も
国

税
庁
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
「
ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
政
策
」
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
が
起
点

─
─
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
デ
ジ

タ
ル
化
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

菅
沼

理
想
像
は
、
取
引
の
発
生
か

ら
申
告
、
納
付
ま
で
が
す
べ
て
デ
ジ

タ
ル
で
つ
な
が
る
「
デ
ー
タ
to
デ
ー

タ
」
の
世
界
で
す
。

流
れ
を
整
理
す
る
と
図
表
１
の
通

り
で
す
。
要
す
る
に
、「
取
引
の
発

生
」
に
は
じ
ま
り
、
請
求
は
「
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
利
用
」、
記
帳

は
、「
会
計
ソ
フ
ト
に
自
動
連
携
」
し
、

決
済
も
「
自
動
入
金
消
込
」
へ
と
つ

な
げ
、「
決
算
・
申
告
デ
ー
タ
へ
と

連
携
」、
そ
し
て
「
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
」（
法

人
の
場
合
は
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
」

〈
主
要
な
別
表
や
財
務
諸
表
の
添
付

書
類
な
ど
、
す
べ
て
を
電
子
提
出
す

る
こ
と
〉）
に
よ
る
申
告
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

の
で
す
。

こ
の
一
連
の
流
れ
が
実
践
で
き
れ

ば
、「
最
初
の
入
力
だ
け
で
最
後
ま

で
処
理
で
き
る
」
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

菅
沼

今
後
は
様
々
な
意
味
で
「
つ

な
が
る
こ
と
」
が
前
提
の
時
代
で
す
。

例
え
ば
、
従
来
は
各
ソ
フ
ト
が
独
立

し
て
動
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
会
計
、
給
与
、
勤
怠
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ

ル
シ
ー
ム
レ
ス
の
状
態
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
人
手
を
介

さ
な
い
た
め
正
確
性
が
担
保
さ
れ
、

業
務
負
荷
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

浮
い
た
事
務
量
を
別
の
業
務
に
振
り

向
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
実
際
に
デ
ジ
タ
ル

シ
ー
ム
レ
ス
を
実
現
す
る
に
は
、
ま

ず
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入

が
起
点
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

─
─
な
ぜ
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

の
導
入
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

菅
沼

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、

請
求
の
場
面
で
活
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
売
り
手
と
買
い
手
を
直
接
デ

ー
タ
で
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
す
。
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｏ
ｌ
（
ペ
ポ
ル
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
す
る
こ
と
で
、
請
求
書
デ
ー
タ

が
そ
の
ま
ま
相
手
の
シ
ス
テ
ム
に
連
携

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
工
程
で
も

こ
う
し
た
請
求
書
の
デ
ー
タ
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
会
計
シ
ス
テ
ム

の
仕
訳
・
支
払
い
デ
ー
タ
の
自
動
作

成
が
可
能
と
な
り
、
発
行
し
た
企
業

は
請
求
情
報
と
紐
づ
い
た
入
金
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
こ
と
で
入
金
消
込
ま

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
手
入
力
が
不
要
と
な
り
、
即

時
処
理
、
正
確
性
向
上
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
享
受
で
き
ま
す
。

ジ
、
銀
行
な
ど
を
つ
な
ぐ
「
連
携
ニ

ー
ズ
」
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
連
携
が
進
め
ば
、
日
次
の
処
理
が

自
動
化
さ
れ
、
手
入
力
が
ほ
ぼ
不
要

と
な
り
、
結
果
と
し
て
変
化
の
速
い

現
代
に
と
っ
て
は
必
須
と
い
わ
れ
る

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
経
営
」
が
実
現
す

る
な
ど
生
産
性
の
向
上
に
も
寄
与
す

る
と
考
え
ま
す
。

─
─
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
事
業
者
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

菅
沼

ま
と
め
る
と
、
効
率
化
・
正

確
性
・
コ
ス
ト
削
減
の
3
点
で
す
。

具
体
的
に
は
、
人
件
費
削
減
、
ミ
ス

防
止
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
業
務
ス

ピ
ー
ド
向
上
、
経
営
判
断
の
迅
速
化
。

そ
し
て
、
一
度
導
入
す
れ
ば
、
継
続

的
に
効
果
が
出
る
の
も
特
徴
で
す
。

今
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
好
機

─
─
デ
ジ
タ
ル
化
コ
ス
ト
に
対
す
る

─
─
普
及
に
あ
た
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル

は
何
で
し
ょ
う
か
。

菅
沼

ま
ず
相
手
方
が
デ
ジ
タ
ル
イ

ン
ボ
イ
ス
に
未
対
応
だ
っ
た
場
合
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の

操
作
性
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
組
織

内
の
運
用
変
更
へ
の
抵
抗
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。特
に
重
要
な
の
は「
取

引
先
の
理
解
」
で
す
。
導
入
に
は
買

い
手
側
へ
の
周
知
、
つ
ま
り
「
合
意

形
成
」
が
必
要
で
す
。

─
─
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に

は
難
し
い
部
分
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

菅
沼

き
っ
か
け
と
し
て
は
、
ク
ラ

ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ク

ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
と
、

記
帳
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
請
求
か
ら
申
告
ま
で
を
デ
ー
タ

で
つ
な
ぐ
ハ
ブ
的
な
役
割
を
期
待
で

き
ま
す
し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
も

経
理
業
務
が
で
き
ま
す
か
ら
、
働
き

方
改
革
に
も
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

導
入
し
た
際
に
、「
せ
っ
か
く
デ
ー

タ
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

を
前
工
程
に
も
後
工
程
に
も
広
げ
て

い
こ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
重
要
性

─
─
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
の
重
要
性

支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
沼

補
助
金
や
税
制
優
遇
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
デ
ジ

タ
ル
化
・
A
I
導
入
補
助
金
は
、
ご

承
知
の
通
り
業
務
効
率
化
や
Ｄ
Ｘ
等

に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
を
支

援
す
る
補
助
金
で
、
も
ち
ろ
ん
イ
ン

ボ
イ
ス
対
応
に
も
活
用
可
能
で
、
補

助
額
は
最
大
４
５
０
万
円
、
補
助
率

は
２
分
の
１
か
ら
５
分
の
４
。
小
規

模
事
業
者
は
最
大
5
分
の
４
が
補
助

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

に
よ
る
請
求
デ
ー
タ
等
を
帳
簿
に
自

動
連
携
す
る
仕
組
み
が
電
子
帳
簿
保

存
法
上
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
に
関
す
る
隠

ぺ
い
・
仮
装
行
為
に
つ
い
て
は
、
重

加
算
税
の
10
％
加
重
の
適
用
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
色
申

告
特
別
控
除
65
万
円
の
適
用
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
も
、
青
色
申
告
特
別
控

除
額
の
さ
ら
な
る
上
乗
せ
（
75
万
円
）

が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
個
人

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
が
デ
ジ
タ
ル
イ

ン
ボ
イ
ス
導
入
の
契
機
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

─
─
今
後
の
展
望
は
？

菅
沼

将
来
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

不
可
避
で
あ
る
中
、
導
入
に
よ
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
早
期
に
検
討
い
た
だ
く

こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
シ
ス
テ
ム
化
す
る
か
ど

う
か
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
と
し
て
ど

こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
事
業

者
の
経
営
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
事
項

で
す
が
、
人
手
不
足
の
進
行
や
Ｉ
Ｔ

環
境
の
変
化
、
制
度
面
の
後
押
し
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

─
─
最
後
に
事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
沼
「
今
が
検
討
の
好
機
」
で
す
。

補
助
金
制
度
や
税
制
優
遇
な
ど
支
援

体
制
も
整
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
む
環
境
と
し
て
は
非
常
に

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
初
期
導
入

に
は
一
定
の
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

り
ま
す
が
、
一
度
整
備
す
れ
ば
効
率

化
効
果
が
継
続
的
に
得
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
支
援
機
関
や
専
門
家
に
相
談

し
な
が
ら
、
自
社
に
合
っ
た
デ
ジ
タ

ル
化
の
形
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

図表1 デジタルシームレスの効果図表2 紙のインボイス・電子インボイス・デジタルインボイス

国税庁

（出典 :令和6年11月13日 第1回経済社会のデジタル化への対応と納税環境整備に関する専門家会合 財務省提出資料抜粋・一部加工）出所：国税庁ホームページ「事業者のデジタル化促進」
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デ
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が
あ
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ウ
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。
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ジ
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を
想
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。

菅
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取
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申
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ジ

タ
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が
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「
デ
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ー
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に
自
動
連
携
」
し
、

決
済
も
「
自
動
入
金
消
込
」
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と
つ

な
げ
、「
決
算
・
申
告
デ
ー
タ
へ
と

連
携
」、
そ
し
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「
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」（
法

人
の
場
合
は
「
Ａ
Ｌ
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─

Ｔ
ａ
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」
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別
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や
財
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表
の
添
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書
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な
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、
す
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を
電
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提
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す
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こ
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に
よ
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申
告
、
キ
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ッ

シ
ュ
レ
ス
納
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へ
と
つ
な
げ
て
い
く

の
で
す
。

こ
の
一
連
の
流
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が
実
践
で
き
れ

ば
、「
最
初
の
入
力
だ
け
で
最
後
ま

で
処
理
で
き
る
」
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

菅
沼

今
後
は
様
々
な
意
味
で
「
つ

な
が
る
こ
と
」
が
前
提
の
時
代
で
す
。

例
え
ば
、
従
来
は
各
ソ
フ
ト
が
独
立

し
て
動
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
会
計
、
給
与
、
勤
怠
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ

ル
シ
ー
ム
レ
ス
の
状
態
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
人
手
を
介

さ
な
い
た
め
正
確
性
が
担
保
さ
れ
、

業
務
負
荷
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

浮
い
た
事
務
量
を
別
の
業
務
に
振
り

向
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
実
際
に
デ
ジ
タ
ル

シ
ー
ム
レ
ス
を
実
現
す
る
に
は
、
ま

ず
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入

が
起
点
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

─
─
な
ぜ
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

の
導
入
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

菅
沼

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、

請
求
の
場
面
で
活
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
売
り
手
と
買
い
手
を
直
接
デ

ー
タ
で
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
す
。
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ｅ
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ｐ
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ｌ
（
ペ
ポ
ル
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ネ
ッ
ト
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ク
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介
す
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と
で
、
請
求
書
デ
ー
タ
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の
ま
ま
相
手
の
シ
ス
テ
ム
に
連
携
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ま
す
。
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に
、
後
工
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で
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こ
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し
た
請
求
書
の
デ
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を
利
用
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と
が
で
き
ま
す
。

そ
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で
会
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テ
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の
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・
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払
い
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タ
の
自
動
作

成
が
可
能
と
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り
、
発
行
し
た
企
業

は
請
求
情
報
と
紐
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い
た
入
金
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
こ
と
で
入
金
消
込
ま

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
手
入
力
が
不
要
と
な
り
、
即

時
処
理
、
正
確
性
向
上
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
享
受
で
き
ま
す
。

ジ
、
銀
行
な
ど
を
つ
な
ぐ
「
連
携
ニ

ー
ズ
」
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
連
携
が
進
め
ば
、
日
次
の
処
理
が

自
動
化
さ
れ
、
手
入
力
が
ほ
ぼ
不
要

と
な
り
、
結
果
と
し
て
変
化
の
速
い

現
代
に
と
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て
は
必
須
と
い
わ
れ
る

「
リ
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ル
タ
イ
ム
経
営
」
が
実
現
す

る
な
ど
生
産
性
の
向
上
に
も
寄
与
す

る
と
考
え
ま
す
。

─
─
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
事
業
者
に

と
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て
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

菅
沼

ま
と
め
る
と
、
効
率
化
・
正

確
性
・
コ
ス
ト
削
減
の
3
点
で
す
。

具
体
的
に
は
、
人
件
費
削
減
、
ミ
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防
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、
ペ
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パ
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レ
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化
、
業
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速
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。

そ
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、
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導
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ば
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継
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に
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出
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の
も
特
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で
す
。
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機
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す
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─
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及
に
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て
の
ハ
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し
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。

菅
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ま
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相
手
方
が
デ
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ル
イ
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ボ
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ス
に
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対
応
だ
っ
た
場
合
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
シ
ス
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ム
の

操
作
性
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
組
織

内
の
運
用
変
更
へ
の
抵
抗
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。特
に
重
要
な
の
は「
取
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先
の
理
解
」
で
す
。
導
入
に
は
買

い
手
側
へ
の
周
知
、
つ
ま
り
「
合
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成
」
が
必
要
で
す
。

─
─
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に

は
難
し
い
部
分
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

菅
沼

き
っ
か
け
と
し
て
は
、
ク
ラ

ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ク

ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
と
、

記
帳
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
請
求
か
ら
申
告
ま
で
を
デ
ー
タ

で
つ
な
ぐ
ハ
ブ
的
な
役
割
を
期
待
で

き
ま
す
し
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
も

経
理
業
務
が
で
き
ま
す
か
ら
、
働
き

方
改
革
に
も
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

導
入
し
た
際
に
、「
せ
っ
か
く
デ
ー

タ
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

を
前
工
程
に
も
後
工
程
に
も
広
げ
て

い
こ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
重
要
性

─
─
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
の
重
要
性

支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

菅
沼

補
助
金
や
税
制
優
遇
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
デ
ジ

タ
ル
化
・
A
I
導
入
補
助
金
は
、
ご

承
知
の
通
り
業
務
効
率
化
や
Ｄ
Ｘ
等

に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
を
支

援
す
る
補
助
金
で
、
も
ち
ろ
ん
イ
ン

ボ
イ
ス
対
応
に
も
活
用
可
能
で
、
補

助
額
は
最
大
４
５
０
万
円
、
補
助
率

は
２
分
の
１
か
ら
５
分
の
４
。
小
規

模
事
業
者
は
最
大
5
分
の
４
が
補
助

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

に
よ
る
請
求
デ
ー
タ
等
を
帳
簿
に
自

動
連
携
す
る
仕
組
み
が
電
子
帳
簿
保

存
法
上
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
に
関
す
る
隠

ぺ
い
・
仮
装
行
為
に
つ
い
て
は
、
重

加
算
税
の
10
％
加
重
の
適
用
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
色
申

告
特
別
控
除
65
万
円
の
適
用
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
も
、
青
色
申
告
特
別
控

除
額
の
さ
ら
な
る
上
乗
せ
（
75
万
円
）

が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
個
人

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
が
デ
ジ
タ
ル
イ

ン
ボ
イ
ス
導
入
の
契
機
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

─
─
今
後
の
展
望
は
？

菅
沼

将
来
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

不
可
避
で
あ
る
中
、
導
入
に
よ
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
早
期
に
検
討
い
た
だ
く

こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
シ
ス
テ
ム
化
す
る
か
ど

う
か
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
と
し
て
ど

こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
事
業

者
の
経
営
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
事
項

で
す
が
、
人
手
不
足
の
進
行
や
Ｉ
Ｔ

環
境
の
変
化
、
制
度
面
の
後
押
し
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

─
─
最
後
に
事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
沼
「
今
が
検
討
の
好
機
」
で
す
。

補
助
金
制
度
や
税
制
優
遇
な
ど
支
援

体
制
も
整
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
む
環
境
と
し
て
は
非
常
に

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
初
期
導
入

に
は
一
定
の
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

り
ま
す
が
、
一
度
整
備
す
れ
ば
効
率

化
効
果
が
継
続
的
に
得
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
支
援
機
関
や
専
門
家
に
相
談

し
な
が
ら
、
自
社
に
合
っ
た
デ
ジ
タ

ル
化
の
形
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

図表1 デジタルシームレスの効果図表2 紙のインボイス・電子インボイス・デジタルインボイス

国税庁

（出典 :令和6年11月13日 第1回経済社会のデジタル化への対応と納税環境整備に関する専門家会合 財務省提出資料抜粋・一部加工）出所：国税庁ホームページ「事業者のデジタル化促進」

データ連携で経営が変わる
特集
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推薦のことば

T
K
C
全
国
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
全
国

の
中
小
企
業
の
経
営
革
新
や
経
営
改
善
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

こ
の
た
び
、
T
K
C
か
ら
「
T
K
C
経
営
指
標
（
B
A
S
T
）」（
令
和
8

年
版
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
B
A
S
T
は
T
K
C
会
計
人
の
関
与
先
で
あ

る
約
26
万
社
の
法
人
企
業
が
税
務
申
告
を
し
た
財
務
諸
表
を
母
集
団
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
T
K
C
会
計
人
が
標
準
業
務
と
し
て
確
固
た
る
信

念
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
巡
回
監
査
の
集
大
成
と
い
え
る
も
の
で
、

ま
さ
に
T
K
C
会
計
人
に
し
か
作
れ
な
い
、
信
頼
性
と
実
用
性
を
備
え
た
資

料
で
す
。
令
和
8
年
版
は
、
令
和
7
年
1
月
期
か
ら
令
和
7
年
12
月
期
ま
で

の
法
人
企
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
正
確
性
と
速
報
性
を
兼
ね
備
え
た
経
営

指
標
で
す
。

現
下
の
日
本
経
済
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
局
面
か
ら
次
の
成
長
段
階
へ
移

行
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
人
口
減
少
・
人
手
不
足
、
物
価
上
昇
、
金
利
上
昇

な
ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
一
段
と
複
雑
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
私
が
座
長
を
務
め
た
金
融
審
議
会
「
地
域
金
融
力
の
強
化
に
関
す
る
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
報
告
書
で
は
、
地
域
金
融
機
関
に
対
し
て
、
単

な
る
資
金
繰
り
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
小
企
業
の
事
業
性
を
深
く
理
解
し
、

金
融
・
非
金
融
の
両
面
か
ら
企
業
価
値
の
向
上
を
後
押
し
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
出
発
点
と
な
る
の
が
、
事
業
者
の
経
営
実
態
を

正
確
に
把
握
す
る
基
盤
で
あ
る
、
日
々
の
記
帳
、
月
次
決
算
、
巡
回
監
査
に

裏
づ
け
ら
れ
た
信
頼
で
き
る
会
計
情
報
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
W
G
報
告
書

の
中
で
も
、
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
皆
さ
ま
と
地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
3
月
に
は
、
月
次
で
財
務
状
況
や
資
金
繰
り
状
況
等
を
把
握
し
、

金
融
機
関
お
よ
び
信
用
保
証
協
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
経
営
状
況

の
変
化
の
予
兆
を
早
期
に
捉
え
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
型
特
別
保
証
制
度
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
委
員
長
を
務
め
て
い
た
中
小
企
業
庁
の

「
円
滑
な
事
業
再
生
等
に
向
け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化
に
関
す
る
研
究

会
」
に
お
い
て
、
金
融
機
関
と
専
門
家
の
役
割
分
担
に
よ
り
中
小
企
業
に
対

す
る
質
の
高
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
予
兆
管
理
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
に
提
言
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
T
K
C
会
計
人
の
皆
さ
ま
の

日
々
の
活
動
は
、
顧
問
先
・
取
引
先
の
現
在
地
を
客
観
的
に
確
認
し
、
経
営

者
の
気
づ
き
を
促
し
、
支
援
者
間
の
共
通
言
語
を
形
成
す
る
う
え
で
大
き
な

力
を
発
揮
し
、
中
小
企
業
の
経
営
を
強
く
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
皆
さ

ま
の
活
動
は
、
国
の
施
策
に
よ
り
中
小
企
業
の
資
金
調
達
面
で
も
新
た
な
意

義
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

B
A
S
T
は
、事
業
性
評
価
の
深
化
と
、早
期
の
予
兆
把
握
に
基
づ
く
適
時
・

適
切
な
支
援
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
中
小
企
業
が
経
営
革
新
や

経
営
改
善
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
「
T
K
C
経
営
指
標
（
B
A
S
T
）」

が
、
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　■

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授

家
森
信
善

令
和
8
年
版「
T
K
C
経
営
指
標（
B
A
S
T
）」

推
薦
の
こ
と
ば

令
和
８
年
版
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
経
営
指
標
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）」
の
発
刊
に
あ
た
り
、
日
本

金
融
学
会
会
長
で
元
金
融
庁
参
与
の
家
森
信
善
教
授
か
ら
寄
稿
さ
れ
た
「
推
薦

の
こ
と
ば
」
を
転
載
し
ま
す
。

45 TKC 2026・7

中
小
企
業
を
お
守
り
す
る
た
め
、今
後
も
全
力
で
ご
支
援
い
た
し
ま
す

T
K
C
専
担
組
織
の
担
当
役
員
と
し
て
、
多
く
の
会
員
先
生
方
や
株
式
会

社
T
K
C
の
み
な
さ
ま
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
時
に
叱
咤
激
励
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
何
物
に
も
か
え
が
た
い
宝
物
で
す
。
離
任
に
あ
た
り
ま
し
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
事
業
本
部
長
に
就
任
し
た
2
0
2
2
年
当
初
は
、
猛
威
を
振
る
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
一
方
で
、

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
が
世
界
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど

中
小
企
業
に
と
り
ま
し
て
も
経
営
の
舵
取
り
が
非
常
に
難
し
い
時
期
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
坂
本
孝
司
T
K
C
全
国
会
会
長
を
は
じ
め
T
K
C
会
員

の
先
生
方
は
巡
回
監
査
を
断
行
し
「
未
来
に
挑
戦
す
る
」
姿
勢
を
社
会
に
示

さ
れ
、
企
業
防
衛
制
度
推
進
委
員
会
に
お
い
て
も
、
金
成
祐
行
委
員
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
理
念
に
基
づ
く
「
保
険
指
導
の
標
準
業
務
化
」
が
、

力
強
い
ス
テ
ッ
プ
と
と
も
に
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

50
年
を
超
え
る
業
務
提
携
か
ら
見
れ
ば
、
わ
ず
か
4
年
と
い
う
限
ら
れ
た

期
間
で
し
た
が
、
先
生
方
の
関
与
先
さ
ま
へ
の
想
い
を
肌
で
感
じ
、
ご
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
く
使
命
感
と
誇
り
を
深
く
感
じ
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4
月
よ
り
、
立
場
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
を
お
守
り
す
る
た
め

先
生
方
の
ご
支
援
に
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
先
生
方
な
ら
び
に
ご
家
族
、
事
務
所
職
員

の
方
々
、
そ
し
て
関
与
先
企
業
の
み
な
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
念
と
想
い
を
共
有
し
、決
意
も
新
た
に
ご
支
援
申
し
上
げ
ま
す

4
月
よ
り
事
業
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
高
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
2
0
2
1
年
か
ら
3
年
間
、
T
K
C
事
業
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た

が
、「
企
業
防
衛
制
度
保
有
契
約
高
20
兆
円
目
標
」
に
向
け
た
「
保
険
指
導

の
標
準
業
務
化
」
の
ご
支
援
を
通
じ
、
T
K
C
会
員
先
生
方
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
、
T
K
C
企
業
防
衛
制
度
誕
生
・
企
業
防
衛
制
度
推
進
委
員
会
発
足

か
ら
50
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
節
目
に
事
業
本
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、

心
よ
り
う
れ
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
果
た
す
べ
き
使
命
の
大
き
さ
を
鑑
み
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。「
税
理
士
の
4
大
業
務
」
の
同
時
提
供
の
一

つ
と
し
て
保
険
指
導
の
実
践
が
示
さ
れ
て
い
る
意
義
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、

T
K
C
全
国
会
の
運
動
方
針
お
よ
び
委
員
会
活
動
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
今
般
、委
員
会
制
作
に
よ
る
「
保
険
指
導
の
標
準
業
務
化
テ
キ
ス
ト
」

が
会
員
先
生
方
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
弊
社
に
お
け
る
「
T
K
C
担
当
者
の

行
動
指
針
」
に
も
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
T
K
C
理
念
の
理
解
に
努
め
、
先

生
方
の
保
険
指
導
業
務
を
ご
支
援
す
る
こ
と
が
、
半
世
紀
に
わ
た
り
育
ん
で

き
た
弊
社
専
担
者
の
「
最
大
の
使
命
」
で
す
。
私
ど
も
も
、
こ
の
新
た
な
テ

キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
し
っ
か
り
と
保
険
指
導
業
務
に
つ
い
て
学

び
、
会
員
事
務
所
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
20
兆
円
目
標
の
達
成
、
そ
の
先

の
「
関
与
先
完
全
防
衛
の
実
現
」
に
向
け
、
精
一
杯
ご
支
援
申
し
上
げ
る
所

存
で
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

事
業
本
部
長
退
任
の
ご
挨
拶

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長（
前
事
業
本
部
長
）
藤
田
広
行

事
業
本
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員
事
業
本
部
長

高
田
英
博

大同生命から　TKC担当役員（事業本部長）交代のご挨拶
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17

　令和8年版「TKC経営指標（BAST）」のご案内

「TKC月次指標（月次BAST）」のご案内

◉令和8年版の収録企業は、26万社・1,201業種 !
これだけの精度と速報性を持つ中小企業の経営指標は、世界にも類例がなく、税務当局、金融機関等からも高く
評価されています。TKC全国会では、昭和50年（1975）年から、｢TKC経営指標（BAST：Business Analyses and 
Statistics by TKC）｣を毎年発行しています。
最高度の信頼性と普遍性、さらに速報性を有する中小企業の経営指標として、中小企業の経営方針の決定、
あるいは指導育成のための基礎資料として役立てていただくために、TKC会員と覚書締結金融機関に限定して、
この「TKC経営指標 （BAST） 」をインターネットで閲覧できる仕組み

『WebBAST』をご提供しています。

◉TKC会員の顧問先企業25万社超の最新の「月次決算データ」を基にした今までにない統計資料 !
地域経済の動向や変化をタイムリーに把握することができます。TKC会員のほか、金融機関、行政機関、経済研究
調査機関、報道機関などにご利用いただいています。
当指標は、TKCグループホームページからユーザー登録いただくことに
より、どなたでも無料でご利用いただけます。
※同業他社のご利用はお断りする場合がございます。

アクセス方法

アクセス方法

TKC

TKC

検 索

検 索

❶TKCグループHPのトップページにある『WebBAST』ログインボタンを選択
します。
❷BAST利用IDとパスワードを入力し「OK」をクリックすると『WebBAST』が
起動します。
※初回のみパスワードの変更画面が表示されます。

❶はじめてご利用になる場合は、TKCグループHPのトップページにある『TKC
月次指標（月次BAST）』の「ユーザー登録（無償）」ボタンを選択します。
❷ユーザー登録いただいている場合は、「ログイン」ボタン選択後の画面から
月次BASTのIDとパスワードを入力し「OK」をクリックすると『月次BAST』が
起動します。

「WebBAST」のIDではご利用になれません。「WebBAST」をご利用いただいている場合でも、
「TKC月次指標（月次BAST）」を初めてご利用になる場合は、「ユーザ登録（無償）」をお願いします。
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金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

政府系金融機関
1 日本政策金融公庫（国民生活事業） 東 京 都 平成30年10月 54,430 7,942
2 日本政策金融公庫（中小企業事業） 東 京 都 令和 2年12月 8,864 —
3 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 8,581 2,375

都市銀行
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 5,296 1,136
2 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 4,325 634
3 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 3,541 517
4 みずほ銀行 東 京 都 令和 元年 9月 3,436 562
5 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 2,370 467

地方銀行・第二地方銀行（上位50行）
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 5,019 1,549
2 八十二長野銀行 長 野 県 平成30年 5月 4,158 875
3 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 3,780 529
4 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 3,632 944
5 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 3,468 670
6 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 3,313 672
7 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 3,293 459
8 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 3,238 643
9 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 3,223 601
10 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 2,644 538
11 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 2,627 446
12 第四北越銀行 新 潟 県 平成29年 7月 2,589 727
13 あいち銀行 愛 知 県 平成31年 3月 2,526 489
14 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 2,516 387
15 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 2,475 569
16 武蔵野銀行 埼 玉 県 平成30年 8月 2,418 447
17 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 2,391 481
18 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 2,274 492
19 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 2,272 374
20 名古屋銀行 愛 知 県 平成31年 2月 2,256 377
21 七十七銀行 宮 城 県 令和 元年 6月 2,193 694
22 福岡銀行 福 岡 県 平成29年 3月 2,189 419
23 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 2,082 381
24 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 2,012 242
25 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 1,985 352
26 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 1,908 349
27 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 1,857 255
28 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 1,849 344
29 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 1,792 344
30 関西みらい銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,777 229
31 滋賀銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 1,762 414
32 きらぼし銀行 東 京 都 平成29年 7月 1,725 262
33 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 1,689 706
34 三十三銀行 三 重 県 平成28年10月 1,619 301
35 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 1,604 237
36 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 1,598 276
37 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 1,579 345
38 大光銀行 新 潟 県 平成29年 6月 1,463 487
39 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 1,454 163
40 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 1,412 254
41 琉球銀行 沖 縄 県 平成29年12月 1,411 186
42 福井銀行 福 井 県 平成28年10月 1,380 202
43 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 1,360 294
44 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 1,354 222
45 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 1,344 272
46 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 1,327 213
47 宮崎銀行 宮 崎 県 平成28年11月 1,316 186
48 十八親和銀行 長 崎 県 平成29年 5月 1,300 156
49 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 1,283 240
50 仙台銀行 宮 城 県 平成28年12月 1,262 524

上記以外の地銀・第二地銀 計 34,325 7,001

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

信用金庫（上位30庫）
1 浜松磐田信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 2,968 897
2 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 2,514 713
3 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 2,378 511
4 埼玉縣信用金庫 埼 玉 県 平成30年12月 2,293 430
5 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 1,839 421
6 しずおか焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 1,811 805
7 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 1,548 302
8 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 1,498 171
9 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 1,438 235
10 島田掛川信用金庫 静 岡 県 平成30年11月 1,356 572
11 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 1,342 172
12 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 1,341 220
13 広島信用金庫 広 島 県 平成30年 6月 1,317 143
14 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 1,293 117
15 大阪信用金庫 大 阪 府 令和 元年12月 1,286 133
16 尼崎信用金庫 兵 庫 県 令和 2年 2月 1,283 163
17 巣鴨信用金庫 東 京 都 令和 元年12月 1,258 228
18 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 1,231 264
19 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 1,203 179
20 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 1,168 100
21 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 1,138 138
22 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 1,111 286
23 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 1,102 143
24 碧海信用金庫 愛 知 県 平成30年 7月 1,022 206
25 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 1,011 212
26 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 952 201
27 帯広信用金庫 北 海 道 平成29年 1月 936 86
28 北おおさか信用金庫 大 阪 府 平成31年 1月 931 164
29 鹿児島相互信用金庫 鹿児島県 平成30年 9月 928 253
30 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 898 130

上記以外の信用金庫 計 56,440 12,267

信用組合（上位5組合）
1 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 1,185 432
2 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 802 119
3 広島市信用組合 広 島 県 平成30年 2月 499 42
4 兵庫県信用組合 兵 庫 県 平成30年12月 456 92
5 新潟縣信用組合 新 潟 県 平成30年11月 397 101

上記以外の信用組合 計 8,339 2,038

信用保証協会（上位5協会）
1 北海道信用保証協会 北 海 道 令和 元年 6月 3,276 368
2 東京信用保証協会 東 京 都 令和 4年 4月 2,598 601
3 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 2,431 429
4 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 2,258 915
5 岐阜県信用保証協会 岐 阜 県 平成30年 7月 1,368 222

上記以外の信用保証協会 計 19,041 5,311

金融機関業態区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関

金融機関数

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

1 都銀・政府系 10 10 93,974 14,118
2 地銀・第二地銀 95 94 143,323 28,819
3 信用金庫 254 247 98,834 20,862
4 信用組合 129 80 11,678 2,824
5 信用保証協会 51 47 30,972 7,846
6 その他 — 25 593 203

合計 539 503 379,374 74,672

■ 金融機関業態区分別集計
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「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
金融機関別 利用申込件数一覧 令和8年6月30日現在

※個人事業者の申込も件数に含まれます。



■ 都市銀行等
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫（国民生活事業）
日本政策金融公庫（農林水産事業）
日本政策金融公庫（中小企業事業）
沖縄振興開発金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
室蘭信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
伊達信用金庫
北空知信用金庫
日高信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
留萌信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
大地みらい信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
遠軽信用金庫
北央信用組合
札幌中央信用組合
空知商工信用組合
十勝信用組合
釧路信用組合
きたそらち農業協同組合
東神楽農業協同組合
十勝清水町農業協同組合
鹿追町農業協同組合
北海道信用保証協会

■ 青森県
青森みちのく銀行
東奥信用金庫
青い森信用金庫
青森県信用保証協会

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
北上信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫
岩手県信用保証協会

■ 宮城県
七十七銀行
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合
古川信用組合
仙北信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
鶴岡信用金庫
新庄信用金庫
北郡信用組合
山形中央信用組合
山形第一信用組合

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫

白河信用金庫
須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
福島県商工信用組合
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合
福島県信用保証協会

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合
茨城県信用保証協会

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
利根郡信用金庫
館林信用金庫
北群馬信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合
群馬県信用保証協会

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
埼玉縣信用金庫
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫
熊谷商工信用組合
埼玉県信用保証協会

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
銚子信用金庫
東京ベイ信用金庫
館山信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合
東日本信用漁業協同組合連合会
千葉県信用保証協会

■ 東京都
きらぼし銀行
東日本銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京シティ信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西京信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
昭和信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
文化産業信用組合
東京厚生信用組合
東信用組合

江東信用組合
青和信用組合
中ノ郷信用組合
七島信用組合
大東京信用組合
第一勧業信用組合
PayPay銀行
東京信用保証協会

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
神奈川県医師信用組合
神奈川県歯科医師信用組合
神奈川県信用保証協会
横浜市信用保証協会
川崎市信用保証協会

■ 新潟県
第四北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
新井信用金庫
村上信用金庫
加茂信用金庫
新潟縣信用組合
興栄信用組合
はばたき信用組合
協栄信用組合
巻信用組合
新潟大栄信用組合
ゆきぐに信用組合
糸魚川信用組合
魚沼農業協同組合
新潟県信用農業協同組合連合会
えちご上越農業協同組合
新潟県信用保証協会

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県医師信用組合
富山県信用組合
富山県信用保証協会

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
はくさん信用金庫
興能信用金庫
金沢中央信用組合
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫
福井県信用保証協会

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用農業協同組合連合会
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二長野銀行
長野信用金庫
松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫
飯田信用金庫

アルプス中央信用金庫
長野県信用組合
長野県信用農業協同組合連合会
長野県信用保証協会

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
八幡信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨農業協同組合
飛騨信用組合
益田信用組合
めぐみの農業協同組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
しずおか焼津信用金庫
静清信用金庫
浜松磐田信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田掛川信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用農業協同組合連合会
ハイナン農業協同組合
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
あいち銀行
名古屋銀行
愛知信用金庫
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
尾西信用金庫
中日信用金庫
東春信用金庫
愛知県医師信用組合
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三十三銀行
百五銀行
北伊勢上野信用金庫
桑名三重信用金庫
紀北信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合
滋賀県信用保証協会

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
関西みらい銀行
池田泉州銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪商工信用金庫
永和信用金庫
北おおさか信用金庫
枚方信用金庫
のぞみ信用組合
近畿産業信用組合

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
播州信用金庫
兵庫信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
淡路信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
兵庫県医療信用組合
兵庫県信用組合
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
南都銀行
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫
奈良県信用保証協会

■ 和歌山県
紀陽銀行
新宮信用金庫
きのくに信用金庫
和歌山県農業協同組合

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫
鳥取県信用保証協会

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫
島根益田信用組合
島根県農業協同組合
島根県信用保証協会

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
備前日生信用金庫
笠岡信用組合
岡山県信用保証協会

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合
広島県信用保証協会

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用組合
山口県信用農業協同組合連合会
山口県農業協同組合
山口県漁業協同組合
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島大正銀行
徳島信用金庫
阿南信用金庫
徳島県信用保証協会

■ 香川県
百十四銀行
香川銀行
高松信用金庫
観音寺信用金庫
香川県信用組合
香川県信用保証協会

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
東予信用金庫
川之江信用金庫
うま農業協同組合
愛媛たいき農業協同組合
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
筑邦銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡信用金庫
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
飯塚信用金庫
田川信用金庫
大川信用金庫
遠賀信用金庫
福岡県信用保証協会

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
九州ひぜん信用金庫
佐賀東信用組合
佐賀西信用組合
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫
長崎三菱信用組合
西海みずき信用組合
長崎県信用保証協会

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合
熊本県信用保証協会

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
べっぷ日出農業協同組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
宮崎県信用保証協会

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫
奄美大島信用金庫
鹿児島興業信用組合
奄美信用組合
鹿児島県信用農業協同組合連合会
鹿児島県信用保証協会

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会
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